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第一章 明治維新と奈良

慶
応
三
年

(天
套
)
十
二
月
九
日
、
京
都
の
朝
廷
は
王
政
復
古
の
大
号
令
を
発
し
て
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
新
政

府
を
樹
立
、
同
日
夜
の
小
御
所
会
議
で
、
徳
川
慶
喜
に
官
位
の
辞
退
と
所
領
の
返
上
を
命
じ
た
。

こ
の
た
あ
旧
幕

府
側
は
新
政
府
に
反
発
、
翌
四
年

(明
治
元
年

一八
六
八
)

一
月
三
日
、
旧
幕
兵
と
会
津

・
桑
名
の
藩
兵
ら
が
大
阪
か
ら
京
都

に
向
か

っ
た
が
、

薩

ぼ

し
ん

摩

・
長
州
の
藩
兵
と
鳥
羽

・
伏
見
に
戦

っ
て
敗
れ
た
。
慶
喜
は
大
阪
か
ら
江
戸
に
逃
れ
、
そ
の
後

一
年
有
余
に
お
よ
ぶ
戊
辰
戦
争
に
突

入
す
る
。

奈
良
で
は
、
前
年
十
二
月
二
十
七
日
に
興
福
寺
が
玄
米

一
〇
〇
〇
石
の
献
上
と

一
山
相
応
の
御
用
を

つ
と
あ
る
旨
申
し
出
て
、
新
政

府

に
恭
順
の
姿
勢
を
示
し
た

(玄
米
の
代
金
三
〇
〇
〇
両
は
翌
慶
応

四
年
一月
末
日
ま
で
に
上
納
し
た

)。
ま
た
、
前
年
秋

「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
乱
舞
の
あ

っ
た
奈
良
町
で
は
、

一
月
四
日
に
町
代
か
ら
触
書
を
ま
わ
し
、
降
下
の
神
符
を
家
内
で
ま

つ
る
の
は
差
し
支
え
な
い
が
、
多
数
の
者
が
町

々
を
踊
り
歩
く
の

は
よ
ろ
し
く
な
い
と
鎮
静
に
つ
と
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
鳥
羽

・
伏
見
の
戦
い
が
起
こ
る
と
、
奈
良
も
ま
た
あ
わ
た
だ
し
い
空
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
旧
幕
府
側

の
敗
兵
が
奈
良
に

明
治
新
政
府

の

奈

良

鎮

撫
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も
流
れ
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
禁
裏
守
護
の
任
に
あ

っ
た
十
津
川
郷
士
ら
に
奈
良
鎮
撫
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
同
四
年

一

月
九
日
、
そ
の
宿
舎
に
興
福
寺
東
室
な
ど
が
あ
て
ら
れ
、
猿
沢
池
近
く
の
樽
井
町
や
今
御
門
町
の
宿
屋
も
宿
泊
を
引
き
受
け
て
戸
毎
に

「十
津
川
下
宿
」
の
看
板
を
か
か
げ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
興
福
寺
と
そ
の
近
く
に
十
津
川
郷
士
が
駐
留
し
て
い
た

の
で
、
猿
沢
池
そ

ば

の
す

べ
り
坂
の
あ
た
り
に
は
敗
走
す
る
会
津

・
桑
名
の
藩
兵
ら
が
捨
て
た
刀
剣
が
割
木
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
と
い
い
、
ま
た
奈
良
の

町
を
通
過
す
る
落
武
者
ら
が
ひ

っ
か
け
て
き
た
赤
い
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

(龝
杁
の
)
で
、
三
条
通
り
は
真

っ
赤
に
見
え
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ

て
い
る

(藤
田
文
庫
「奈
良
県
史
」

奈
良
県
立
奈
良
図
書
館
蔵
)
。

奉
行
や
代
官
が
支
配
し
て
い
た
大
和
国
内
の
幕
府
領

(直
轄
領

・
旗
本
領
)
に
は
、
さ
っ
そ
く
新
政
府
の
鎮
撫
の
手
が
の
ば
さ
れ
、
京

都
警
備

の
任

に
あ

っ
た
高
取
藩
兵
が
大
和
の
警
備
に
当
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
月
十
六
日
に
は
こ
れ
ま
で
奈
良
奉
行
で
あ

っ
た
小
俣

ま

め

や
ま

伊
勢
守
景
徳
が
、
大
豆
山
町
の
崇
徳
寺
内
に
謹
慎
の
身
と
な

っ
た
。
ま
た
、
翌
十
七
日
に
は
大
和
平
定
の
た
あ
、
新
政
府
の
軍
事
参
謀

か
ら
す
ま
る
み
つ

え

鳥

丸
光
徳
が
薩
摩
藩
兵
を
従
え
て
奈
良
に
到
着
し
た
。
烏
丸
は
、
興
福
寺
評
定
所
に
命
じ
て
春
日
社
領
や
奈
良
奉

行
所
管
内

の
事
務

を

つ
か
さ
ど
ら
せ
た
。
興
福
寺

で
は

「正
義
役
所
興
福
寺
預
り
」
の
表
礼
を
か
か
げ
た
と
い
う
。
奉
行
所
の
与
力
や
同
心
は
市
中
鎮
撫

取

調
役
を
命
じ
ら
れ
、
ま
た
奈
良
町
の
惣
年
寄

・
町
代
以
下
の
町
役
も

こ
れ
ま
で
ど
お
り
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
参
謀
役
所
は
、
管

内

の
町
や
村
々
に
対
し
て
、
「し
だ
い
に
世
情
は
平
穏
に
な

っ
て
い
く
の
で
、
各
自
安
堵
し
て
家
業
に
つ
と
め
る
よ
う
に
」
と
布
達
し
、

く
ら
が
り
と
う
げ

人

心
の
動
揺
を
防

い
で
い
る
。

こ
の
こ
ろ
、
暗

峠
を
守
備
し
て
い
た
平
戸
藩
兵
も
、
大
阪
が
平
静
化
し
た
の
で
大
和
鎮
撫

の
た
め
奈

良
町
に
入

っ
て
い
る
。

慶
応
四
年

(明
治
元
年

一八
六
八
)

一
月
二
十

一
日
、
大
和
の
旧
幕
府
領
を
治
定
す
る
た
め
、
新
政
府
は
行
政

・
司
法

.
軍

が

み
ち
つ
ね

こ

事
を
受
け
持

つ
大
和
鎮
台
を
奈
良

に
設
け
、
そ
の
長
官
に
参
与

の
久
我
通
久

(権
大
納
言

二
七
歳
)
を
任
命
し
た
が
、
久

我

の
奈
良
着
任
を
み
な
い
二
月

一
日
に
、
大
和
鎮
台
は
大
和
国
鎮
撫
総
督
府
と
名
を
改
め
た
。
鎮
撫
総
督
と
し
て
久
我
通
久
が
奈
良
に

夫
和
鎮
台
か
ら
大
和

国
鎮
撫
総
督
府

へ
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到
着
す
る
前
日
の
二
月
六
日
に
は
、
奈
良
奉
行
所

の
与
力

・
同
心
や
町
役
、
さ
ら
に
は
興
福
寺
の
役
僧
ら
が
山
城
の
木
津
ま
で
出
迎
え
、

ひ
た
た
れ

翌
二
月
七
日
に
錦
直
垂
姿

の
久
我
が
肥
後

・
尾
張

の
藩
兵
や
十
津
川
郷
士
ら
に
守
ら
れ
て
馬
上
奈
良
に
入

っ
た
。

本
陣
を
興
福
寺

の
摩
尼
珠
院

に
定
め
、
そ
の
西
側
に

つ
づ
く
妙
徳
院

・
仏
地
院

(現
知
事
公

舎
所
在
地
)
を
仮
用
し
て
し
ば
ら
く
分
宿
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
し
て
、
さ
き
に
烏
丸
光
徳
が
興
福
寺
評
定
所
に
委
任
し
た
事
務
を
解
き
、
興
福
寺
か
ら
予
備
米

一
〇
〇
〇
石
を
新
政
府
に

献
納
さ
せ
た
。

こ
の
と
き
、
謹
慎
中
の
奈
良
奉
行
小
俣
景
徳
は
新
政
府
に
異
心
の
な
い
旨
の
誓
紙
を
差
し
出
し
て
い
る
。
二
月
な
か
ば

に
小
俣
景
徳
と
そ
の
家
族
は
郡
山
藩
に
、
そ
の
家
来
は
高
取
藩
に
預
け
ら
れ
た
。
奈
良
奉
行
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
長
年

に
わ
た

っ
た
江
戸

幕
府

の
奈
良
支
配
に
終
止
符
が
う
た
れ
た
。

さ
て
、
大
和
国
鎮
撫
総
督
府
は
旧
奈
良
奉
行
所
を
接
収
し
て
二
月
十
九
日
に
こ
こ
に
移
り
、
そ
の
後
は

「鎮
撫
総
督
御
用
所
」
と
称

し

て
、
旧
奉
行
所
配
下

の
与
力

・
同
心
も
そ
の
指
揮
下
に
お
い
て
い
る
。
鎮
撫
総
督
府
は
奈
良
町
の
町
代
を
通
じ
て
窮
民
や
孤
独
の
者

に

一
人
五
升
ず

つ
の
白
米
を
施
与
し
た
り

(北
方
木
辻
町
「御
触

帳
」
天
理
図
書
館
蔵
)、
窮
乏
の
十
津
川
郷

に

一
五
〇
〇
両
を
援
助
し
た
り
し

て
い
る
。
あ
る
と

き
、
総
督
府

の
軍
兵

(肥
後
藩
兵
一四
一人

尾
張
藩
兵
二
三
人

)
ら
が
調
練
の
お
り
、
東
大
寺
の
中
門
に
大
砲
三
門
を
据
え

つ
け
無
謀

に
も
大
仏
殿
を
射
撃

の

標
的
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
総
督
府
の
威
勢
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
驚

い
た
僧
侶
が
あ
わ

て
て
制
止
し
事
な
き
を
得
た
と
い
う
。

ま
た

一
月
に
、
旗
本
松
平
篤
三
郎
領
の
生
駒
郷

=

か
村
の
農
民
た
ち
が
矢
野
代
官
所
を
襲

っ
た
騒
動
で
、
郡
山
藩
や
在
阪
の
長
州

藩
兵
が
出
動
し
、
両
藩

の
協
議
と
吟
味
が
行
わ
れ
た
。
四
月
に
な

っ
て
総
督
府
で
は
農
民
た
ち
の
首
謀
者
を
取
り
調

べ
、
こ
の
騒
動
を

鎮
圧
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
王
政
復
古

の
の
ち
柳
生
藩
主
柳
生
俊
益
は
江
戸
家
老
広
瀬
小
太
夫
ら
と
と
も
に
、
慶
応
四
年

一
月
十
三
日
に
国
元
柳
生

に
帰
着
し
た
。

こ
の
こ
ろ
藩
内

で
は
、
旧
幕
府
に
心
を
寄
せ
る
佐
幕
派
の
江
戸
詰
あ
藩
士
と
、
尊
王
派
の
国
家
老
小
山
田
三
郎
助
ら
国

m



む
ら
さ
き
ち
り
め
ん

元
藩
士
と
の
間
で
意
見
の
対
立
が
激
し
く
な

っ
た
。
佐
幕
派
は
国
家
老
ら
を
阿
相
阿
臣
と
き
め

つ
け
、
「
紫

縮
緬
を
用
い
ん
」
と
の
合

言
葉
で
か
れ
ら
を
倒
そ
う
と
は
か

っ
て
い
た
。

こ
の
は
か
り
ご
と
を
察
知
し
た
国
元
の
藩
士
ら
は
、

一
月
二
十
五
日
に
藩
主
が
京
都
の

新
政
府
に
出
仕
し
た
の
ち
、
江
戸
か
ら
帰
国
し
た
佐
幕
派

の
藩
士
ら
を

つ
ぎ

つ
ぎ
と
捕
え
て
糾
問
し
た
。
こ
の
結
果
、
江
戸
家
老
広
瀬

小
太
夫
は
切
腹
に
追
い
こ
ま
れ
、

つ
づ
い
て
八
人
も
の
犠
牲
者
を
出
す
に
い
た

っ
た
。
佐
幕
派

の
合
言
葉
を
と

っ
て
世
に
紫
縮
緬
事
件

と
呼
ん
で
い
る
。

柳
生
で
こ
う
し
た
悲
劇
が
あ

っ
た
が
、
奈
良

の
町
で
は
比
較
的
平
穏

に
御

一
新

の
変
革
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す

で
に
二
月
に
は
興
福
寺
宝
蔵
院
内
に
文
武
館
が
設
立
さ
れ
、
三
月

に
は
文
武

の
稽
古
が
は
じ
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

奈
良
県

゜
奈
良

慶
応
四
年

(明
治
元
年

一八
六
八
)
五
月
十
九
日
、
大
和
国
鎮
撫
総
督
府
が
廃
さ
れ
、
管
内

の
奈
良
町
そ
の
他

の
村

々
は
あ
ら

府

と

奈

良

町

た
め
て

「奈
良
県
」
に
編
成
さ
れ
た
。
同
年
閏
四
月

に
公
布
さ
れ
た
政
体
書

に
も
と
つ
い
て
、
地
方
行
政
は
府

・

藩

・
県
の
三
治
の
制
と
す
る
方
針
に
し
た
が

っ
た
も
の
で
あ
る

(
旧
幕
府
領
を
府
ま
た
は
県
と
し
て
新
政
府
の
直
轄
と
し
、
府
に
は

知
府
事
、
県
に
は
知
県
事
を
お
く
。
藩
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

)
。

知
県
事

に
は
、
総

な
か
あ
き

督
府
の
参
謀
で
あ

っ
た
春
日
仲
襄
が
任
じ
ら
れ
た
。
県
名
と
し
て
は
、
当
初

「
南
都
県
」
と
い
う
名
称
も
考
え
ら
れ
た
ら
し
い
。

こ
こ
に
初
め
て
誕
生
を
み
た
奈
良
県
は
、
大
和
の
旧
幕
府
領

・
旗
本
領
と
社
寺
領
を
管
轄
す
る
も
の
で
、
郡
山

(柳
沢
氏
)

.
柳
生

く

じ

ロリ

(柳
生
氏
)

・
小
泉

(片
桐
氏
)

・
高

取

(植
村
氏
)

・
柳

本

(織

田
氏
)

・
芝

村

(織

田
氏

)

・
櫛

羅

(永
井
氏
)

・
田

原

本

(
平

野
氏
膿
肪
泗
炸み

銘
飜
列
)
の
い
わ
ゆ
る
大
和
八
藩
の
所
領
や
、
大
和
に
飛
地
と
な

っ
て
い
る
津

(藤
堂
氏
)
.
久
居

(藤
堂
氏
)
.
和
歌
山

(徳
川
氏
)
.
壬

ぶ生

(鳥
居
氏
)
・
大
多
喜

(大
河
内
氏
)
の
各
藩
領

の
ほ
か
、
行
政
官
の
管
轄
に
あ

っ
た
十
津
川
郷
は
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
現
奈
良
市
域
の
奈
良
町
を
は
じ
あ
、
奈
良
回
り
八
か
村
や
近
傍
の
村
々
、
明
治

・
束
里
地
区
の
大
半
の
村
々
、
さ
ら
に
春
日
社

.

興
福
寺

・
東
大
寺
な
ど
社
寺
領
下
の
村
々
な
ど
、
か

つ
て
の
添
上
郡
西
部
の
大
半
は
奈
良
県
の
管
轄
内
に
は
い
っ
た
が
、
旧
添
上
郡
の

南
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
の
村
々
や
旧
添
下
郡
の
村
々
の
多
く
は
、
引
き

つ
づ
き
柳
生

・
郡
山

・
小
泉

・
津

.
久
居
各
藩
の
治
下
に
属
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し
た
。

た
と
え
ば
、
旧
添
上
郡
の
大
保
村

・
柳
生
村

・
柳
生
下
村

・
阪
原
村
の
大
部

・
高
樋
村

・
田
中
村
の
大
部

・
窪
之
庄
村
な
ど
は
柳
生

藩

の
治
下
に
、
園
田
村
は
小
泉
藩
の
治
下
に
、
邑
地
上

・
中

・
下
の
三
村
や
興
ケ
原
村

・
丹
生
村
の
大
部

・
北
野
山
村

・
北
須
川
村

.

須
川
中
村

・
南
須
川
村
な
ど
の
諸
村
は
郡
山
藩
の
治
下
に
、
ま
た
奈
良
県
管
内
に
は
い
っ
た
白
毫
寺
村

・
横
井
村
を
除
く
東
市
地
区
の

大
半
、
精
華
地
区
の
大
半
、
阪
原
村
の

一
部
、
田
原

・
狭
川
地
区
の
諸
村
は
津
藩
の
治
下
に
、
忍
辱
山
村

・
大
平
尾
村

・
阪
原
村
の

一

部
な
ど
は
久
居
藩
の
治
下
に
属
し
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
、
奈
良
市
域
の
西
部
に
あ
た
る
か

つ
て
の
添
下
郡
で
は
、
概
し
て
旧
幕
府
の
旗

本
領
で
あ
っ
た
村
々
と
郡
山
藩
領
の
村
々
が
多
か

っ
た
。
そ
こ
で
旗
本
石
河
氏
の
元
知
行
所
で
あ

っ
た
伏
見
地
区
の
大
半
の
村
々
、
旗

本
森
氏
の
元
知
行
所
で
あ

っ
た
古
超
昇
寺

・
新
超
昇
寺
両
村

(
い
ま
の
佐
紀

町
の
う
ち

)、
旗
本
堀
田
氏
元
知
行
所
の
秋
篠
村
の
大
部
、
旗
本
角
南
氏

元
知
行
所
の
藤
木
村

・
中
村
、
そ
れ
に
西
大
寺
領
で
あ

っ
た
芝
村
な
ど
は
奈
良
県
の
管
内
に
は
い
っ
た
。
し
か
し
、
西
大
寺
村
や
宝
来

村

の
大
部

・
平
松
村
の

一
部
、
そ
れ
に
平
城

・
都
跡

・
富
雄
地
区
の
村
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
依
然
と
し
て
郡
山
藩
の
治
下
に
属
し
た
の

で
あ
る
。

そ
の
い
け
き
ん
し
ず

奈
良
県
は
、
成
立
後
二
か
月
に
し
て
、
七
月
二
十
九
日
に

「奈
良
府
」
と
改
称
さ
れ
、
園
池
公
静
が
知
府
事
に
任
じ
ら
れ
た
。
奈
良

に
は
同
年
六
月
十
七
日
に
、
惣
年
寄
や
町
代
の
廃
止
が
通
達
さ
れ
て
い
た
が
、
奈
良
府
に
か
わ

っ
て
か
ら
、
奈
良
の
施
政
の
た
め
に
市

政
下
用
掛

(市
政
下
御
用
掛

と
も
称
し
た

)
を
任
命
す
る
こ
と
に
し
た
。
市
政
下
用
掛
に
は
市
中
の
人
材
が
え
ら
ば
れ
、
惣
年
寄

に
相
当
す
る
任
務
を
受

け
持

つ
こ
と
に
な

っ
た
。
慶
応
か
ら
明
治
と
改
元

(九
月
八

日
改
元
)
し
て
ま
だ
日
も
浅
い
同
元
年

(
天
六八)
九
月
十
四
日
に
、

つ
ぎ
の
四
人
が

市
政
下
用
掛
に
任
じ
ら
れ
、
惣
会
所
が
設
け
ら
れ
た
。

菊
屋
忠
右
衛
門

(の
ち
古
寺
姓
、

公
納
堂
町

)

清
水
浪
江

(兩
贓
)

丶

京
屋
傳
吉

(の
ち
千
載
姓
、

中
辻
町

)

笠
置
屋
清
三
郎

(勃
財
畊
岸
姓
、)
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市
政
下
用
掛
は
、
日
々
交
代
で
惣
会
所
に
出
勤
し
て
用
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、

勤
役
中
は
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
る
と
い
う
旧
態
を
残
し
て
い
た
。

つ
づ
い
て
同
年
九
月
二
十

一
日
に
は
、
奈
良
市
中
を
東
西
南
北
の
四
組

に
大
別
し
、
各
組

ご
と
に
中
年
寄
と
添
年
寄
を

一
人
ず

つ
配
置
す
る
こ
と
が
市
政
下
用
掛
か
ら
通
達
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち

「ロ
バ今
迄
の
通
に
て
は
諸
事
行
届
兼
候
に
付
、
東
西
南
北
四
組
を
組
合
と
し

て
中
年
寄
役

・
添
年
寄
役
壱
人
宛
申
付
、
右
四
組
の
内
十
町
内
外
宛
小
組
取
立
候
様
申
付
可

く
間
、
諸
町
年
寄
小
前
の
者
に
至
迄
追
々
御
布
令
の
御
趣
意
に
基
き
、
銘
め
い
に
職
業
相
励

候
様
心
掛
肝
要
の
事
」
(油
阪
町
「御
触
書
」

奈
良
市
史
編
集
室
蔵
)
と
あ

っ
て
、
東
西
南
北

の
各
組
内

で
さ
ら
に

一
〇

町
内
外
の
小
組
編
成
を
う
な
が
し
て
い
る
。
中
年
寄

・
添
年
寄
は
、
そ
れ
ぞ
れ

つ
ぎ
の
と
お

り
選
ば
れ
、
市
政
下
用
掛
の
補
佐
を

つ
と
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

東
組

中
年
寄

服
部
清
兵
衛

添
年
寄

杼
村
源
七

西
組

中
年
寄

橋
井
善
兵
衛

添
年
寄

苻
阪
庄
右
衛
門

南
組

中
年
寄

仙
田
平
三
郎

添
年
寄

伊
東
嘉
兵
衛

北
組

中
年
寄

松
宮
宇

一
郎

添
年
寄

冨
松
彦
右
衛
門

こ
の
東
西
南
北
各
組
内
の
町
々
で
は
、
連
絡
調
整

・
取
り
ま
と
め
な
ど
の
実
務
に
当
た
る
各
町
の
町
年
寄
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
お

か
れ
た
が
、

こ
れ
を
選
ぶ
に
あ
た

っ
て
は

「借
家
人
又

ハ
当
主

ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
文
筆
之
才
能
ア
リ
、
事
件

二
処
シ
理
解
ノ
ア
ル
者
ヲ
選

挙

セ
ヨ
ト
命

シ
、
入
札

ヲ
以
テ
年
寄
役

ヲ
選
定

ス
ル
如
キ
ハ
誠

二
進
歩
シ
タ
ル
制
度
ナ
リ
」
(藤
田
文
庫

「奈
良
町
政
」)
と
あ
る
よ
う
に
、
旧
習
に
こ

だ
わ
ら
ず
町
内
住
民
の
入
札
に
よ

っ
て
適
任
者
を
選
ぶ
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
明
治
新
政
府
は
、
慶
応

四
年
閏
四
月
に
歳
出
を
お
ぎ
な

い
、
諸
藩

の
産
業

の
興
隆
を
は
か
る
た
め
新
た
に
太
政
官
札

(十
両

・
五
両

・
一
両

・
一
分

・
一
朱
の
五
種
)
を
発
行
し
た
。
奈
良
府
で
は
同
年

(溯
鞘
)
十
月
に
そ
の
補
助
紙
幣
と
し

て
金

一
朱
札
を
発

行

し
て
奈
良
市
中

で
通
用
さ
せ
、
十
二
月
に
は
小
額
の
補
助
紙
幣
と
し
て
、
奈
良
府
か
ら

一
貫
文

(
一
〇
〇
〇
文
)

・
五
百
文

・
百
文

・

五
十
文

の
銭
札
を
発
行
し

(金
一両
に
つ
き
銭
九

貫
六
〇
〇
文
換
え

)
、
奈
良
府
管
内

で
の
通
用
を
う
な
が
し
て
い
る

(醐
儲
仁
憐
枡
仁
胡
ガ
樋
)
。

翌
明
治
二
年

(天
六九)
二
月
に
な
る
と
、
奈
良
町
街
地
の
絵
図
を
調
え
る
こ
と
に
な
り
、
各
町
と
も
戸
別
に
間
口

・
奥
行

・
地
尻
幅

な
ど
地
面
を
あ
ら
た
め
、
ま
た
街
道
幅
と
総
間
数
を
た
し
か
め
相
応
の
宇
陀
紙
に
認
め
て
惣
会
所

へ
提
出
す
る
よ
う
、
市
政
下
用
掛
か

ら
各
組
中
年
寄

・
添
年
寄
を
経
て
町
々
に
指
示
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
同
月
、
こ
れ
ま
で
町
掛
り
と
し
て
奈
良
の
町
民
の
負
担
と
な

っ

て
き
た
春
日
大
宮
祭
礼
や
薪
能
の
費
用
に
つ
い
て
、
若
宮
祭
礼
の
費
用
と
同
様
に
市
政
下
用
掛
か
ら
免
除
を
願

い
出

て
聞
き
届
け
ら
れ

て
い
る
。
も

っ
と
も
、
薪
能
が
催
さ
れ
る
と
き
に
は
諸
方
か
ら
多
数
の
人
々
が
奈
良
市
中

へ
入

っ
て
く
る
の
で
、
火

の
用
心
に

つ
と
め

掃
除
を
怠
ら
ず
、
町
年
寄
や
行
司
は
油
断
な
く
見
回
る
よ
う
に
と
念
を
入
れ
て
い
る
。
同
二
年
七
月
十
七

日
に
奈
良
府
は
ふ
た
た
び

「
奈
良
県
」
と
改
称
さ
れ
、
奈
良
府
知
府
事

で
あ

っ
た
園
池
公
静
が
引
き

つ
づ
い
て
奈
良
県
の
知
県
事
に
任
じ
ら
れ

る

(明
治
三
年
八
月
、

海
江
田
信
義
が
知
県
事
と
な
る
)。

維
新
政
府
は
、
こ
れ
よ
り
さ
き
明
治
二
年
六
月
に
各
藩
に
版
籍
奉
還
を
命
じ
た
が
、
旧
大
名
を
知
藩
事
に
任
命
し

て
そ
の
ま
ま
藩
政
に
当
た
ら
せ
た
。
藩
は
地
方
行
政
区
の

一
つ
と
な

っ
た
が
、
中
央
集
権
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
は
、
租
税
と
軍
事
の
両
権
を
も

っ
て
い
る
藩
そ
の
も
の
を
解
体
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
同
四
年

(天
七
一)
七
月
政
府
は
廃
藩
置
県
を

断
行
、
全
国
を
三
府
三
〇
二
県
と
し
た
。
知
藩
事
は
罷
免
さ
れ
て
東
京
に
集
め
ら
れ
、
新
た
に
知
県
事

(十
一月
、
県

令
と
改
称

)
が
政
府
か
ら
派

遣
さ
れ
た
。

こ
の
間
大
和
で
は
、
三
年
二
月
、
宇
智

・
吉
野
両
郡
が
、
隣
接
し
て
い
る
河
内
国
石
川
郡
の
大
半

・
錦
部
郡
の
一
部
お
よ
び
紀
伊
国
伊
都
郡

・

統

一

奈

良

県

の

成

立

7
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那
賀
郡

(両
郡
の
う
ち
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
旧
領
に
属
す
る
地
域
)
と
と
も
に
、
新
た
に
五
條
県

(知

県
事
鷲
尾
隆
聚
、
の
ち
四
条
隆
平
)
に
編
成
さ
れ
、
旧
五
條
代
官
所
が
五
條
県
庁
に
あ
て
ら
れ
た
。

ま
た
、
奈
良
県
と
藩
領
に
飛
地
な
ど
が
あ

っ
て
管
轄
が
錯
綜
し
て
い
た
の
で
、
管
轄
範

囲
の
村
の
異
動
も
行
わ
れ
た
。
同
四
年

(天
竺
)

一
月
に
郡
山
藩
管
轄

地
に

つ
い
て
の
異

動
が
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
奈
良
県
管
轄
下
に
あ

っ
た
添
下
郡
内
の
新
超
昇
寺

・
古
超

昇
寺

・
秋
篠

・
西
大
寺

・
野
神

・
青
野

・
疋
田

・
菅
原

・
宝
来

・
平
松

・
北
新

・
南
新

・

藤
木

・
中

の
各
村
を
含
め
、
二

一
か
村
が
郡
山
藩
の
管
轄
に
移
さ
れ
た

(跳
屍
嬾
躰
物
伽
獅
噺
㍗

額
繍
甦
矯

叙
螂
觀
欝
塑
螂
は)。

廃
藩
置
県
に
よ

っ
て
大
和

に
あ

っ
た
八
藩

の
ほ
か
、
大
和
に
所
領
を
も

っ
て
い
た
津

・

久
居

・
和
歌
山

・
壬
生

・
大
多
喜

の
各
藩
も
、
そ
れ
ぞ
れ
県
名
を
と
な
え
る
こ
と
に
な

っ

た
。
江
戸
時
代
以
来
の
柳
生
藩
や
郡
山
藩

・
小
泉
藩

・
津
藩

・
久
居
藩

な
ど
も
こ
こ
に
幕

8

を
閉
じ
、
か
わ

っ
て
柳
生
県

・
郡
山
県

・
小
泉
県

・
津
県

・
久
居
県
な
ど
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
現
奈
良
市
域
で
は
、
か

つ
て
柳
生

・

郡
山

・
小
泉

・
津

・
久
居
の
各
藩
に
属
し
て
い
た
村
々

(5
沸
参
照
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
柳
生
県

・
郡
山
県

・
小
泉
県

.
津
県

.
久
居
県

の
管

内

に
は
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
政
府
は
府
県
の
統
廃
合
を
計
画
し
、
同
四
年
秋
、
全
国
は
北
海
道
開
拓
使
お
よ
び
三
府
七
二
県

に
編
成
替
え
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
大
和
で
は
、
先
に
成
立
し
て
い
た
奈
良
県

・
五
條
県
を
は
じ
め
、
県
名
を
と
な
え

て
ま
だ
日
の
浅
い

一
五
県
が
ま
と
め
ら
れ
て
、
大
和
全
域
を
管
轄
す
る
統

一

「奈
良
県
」
が
成
立
し
た
。
十

一
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
あ

っ
た

(石
高
五

〇
万
余
石
、
戸
数
九
万
五
八
六
六
戸
、
人
口
四
一
万
八
三
二
六
人
)。

た
か
と
し

新
奈
良
県

の
初
代
の
県
令

(知
事
に

あ
た
る
)
に
は
、
旧
五
條
県
知
県
事
で
、
当
時
三
〇
歳
で
あ

っ
た
四
条
隆
平
が
任
命
さ
れ
、
県
庁
は
興
福
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寺

旧

一
乗

院

に
置

か

れ

た

(
県
庁
に
は
、
庶
務
課
・
聴
訟
課
・
租
税

課
・
出
納
課
の
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
)
。

気

鋭

の

四
条

県

令

は
、

庶

政

一
新

や
殖

産

興

業

・
水

陸

交

通

の

開

発

整

備

こ
く

ぶ

に
意
欲
を
示
し
た
。
大
和

・
河
内
の
国
境
の
亀
ノ
瀬
を
開
い
て
大
和
川
沿
い
に
竜
田
村
か
ら
河
内
国
国
分
村
に
通
じ
る
新
道
建
設
を
す

す
め
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
春
日
神
社
の
境
内
に
二
か
所
の
鹿
園
を
設
置
し
、
そ
の
付
近
に
は
桜
楓
を
植
え

つ
け
、
ま
た
、
若
草
山

に
但
馬

・
丹
後
牛
八
〇
頭
や
乳
牛
を
放
牧
さ
せ
て
い
る
。
明
治
六
年

(
天
七
三)
六
月
に
は
、
他
府
県
に
さ
き
が
け
て
政

府
に
天
皇

の
御

真
影
の
下
賜
を
出
願
し
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
と
興
福
寺
南
大
門
跡
の
壇
上

に
遥
拝
所
を
設
け
て
人
々
に
拝
礼
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

神
仏
分
離
の
影
響
で
衰
え
た
興
福
寺
の
土
塀
は
通
行
の
差
支
え
に
な
る
無
用
の
長
物
だ
と
し
て
、
教
部
省
に
願
い
出

て
こ
れ
を
取
り
こ

わ
し
て
い
る
。
な
に
し
ろ
土
塀
の
ひ
さ
し
は

一
間
あ
ま
り
も
あ

っ
て
雨
露
を
し
の
ぐ
の
に
具
合
が
よ
か

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
奈
良
市

中

の
人
々
は
そ
の
取
り
こ
わ
し
を
残
念
が

っ
た
と
い
う
。
官
舎
か
ら
県
庁

へ
出
勤

の
と
き
馬
車
を
大
鹿
に
ひ
か
せ
た
り
、
当
時
と
し
て

は
珍
し
か

っ
た
洋
食
を
人
に
す
す
め
る
な
ど
と
、
と
か
く
語
り
草

に
富
む
県
令

で
あ

っ
た
。

こ
の
の
ち
奈
良
県
は
、
明
治
九
年

(
天
七六)
四
月
十
八
日
、
政
府
の
府
県
廃
合

の
方
針
に
沿

っ
て
廃
止
と
な
り
、
大

和
全
域
が
堺
県

さ
い
し
よ
あ
つ
し

(税
所
篤
県
令
)
に
合
併
さ
れ
、

つ
づ
い
て
同
十
四
年

(
天
八
一)
二
月
七
日
に
は
、
そ
の
堺
県
も
大
阪
府

(建
野
郷
三
府
知
事
)

に
合
併
さ

明治4年 「奈良東向北町宗門帳」

(東向北町蔵)

れ

る

。

明
治
新
政
府
の
成
立
で
、

一
般
に
早
急
な

「世
直
し
」

が
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、
政
府
と
し
て
は
中
央
の
政

治
機
構

の
整
備
に
追
わ
れ
、
地
方
の
町
や
村
々
で
は
廃
藩
置
県
の
こ
ろ
ま
で
、

ふ
れ
が
き

五
人
組

の
制
度
や
宗
門
人
別
改
あ
は
旧
来
の
と
お
り
で
、
触
書
や
回
状
の
順

達
方
法
、
請
書
や
届
書
な
ど
の
体
裁
も
旧
習
に
よ
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
奈
良

で
も
明
治
二
年

(天
六九)
九
月
二
十
八
日

の
こ
と
だ
が
、

明
治
初
年
の
奈
良
町

政
と

「市
中
規
則
」
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急

ぎ
の
回
状

で
町
年
寄
た
ち
が
惣
会
所

へ
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
市
中
旅
籠
屋
や
民
家
で
帯
刀
者
を

一
夜
だ
け
で
も
宿
泊
さ
せ
る
と
き
は
、

そ

の
人
物

の
名
前
や
住
所
の
ほ
か
用
向
き
を
確
か
め
た
う
え
、
橋
本
町
駅
逓
所

へ
届
書
を
持
参
し
、

そ
こ
へ
出
向

し

て
い
る
奈
良
県

(明
治
二
年
七
月

十
七
日
成
立

)
の
捕
亡
方
役
人
に
提
出
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
東
向
北
町
の
町
年
寄
は
請
書
を
提
出
し
た
う
え
、

そ

の
あ
と
町
内

一

同

へ
達
し
て
い
る

(東
向
北
町
「万
大
帳
」

明
治
九
年
廃
刀
令
出
る
)
。
同
三
年

(
天
七〇)
三
月
、
奈
良
府
か
ら
の
二
年

一
月

の
通
達

に
も
か
か
わ
ら
ず
手
続
き
が
お

く
れ
て
い
る
と
し
て
、
町
々
に
対
し
て

「所
持
家
屋
敷
并
地
面
等
券
状
早
々
町
人
名
前

二
相
替
候
様
」

(東
向
北
町

「万
大
帳
」)

と
の
督
促
が
達
せ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
奈
良
府
当
時
の
市
政
下
用
掛
の
役
名
が
市
中
御
用
掛
と
改
あ
ら
れ
、
そ
の
補
助
と
し
て
同
手
伝
の
職

が
設
け
ら
れ
て
い
る

(改
称
時
期
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
明
治
二
年
七
月
十
七
日
に
奈
良
府
が
廃
さ

れ
て
奈
良
県
と
改
め
ら
れ
た
の
ち
の
役
名
改
正
で
あ
った
と
考
え
ら
れ
る

)。

同
三
年
十

一
月
十
二
日
に
奈
良
県
か
ら
つ
ぎ
の
六
項
か
ら
な
る

「市
中
規
則
并
心
得
方
之
事
」
が
示
さ
れ
た
。

人
攤
之
事

大
中
年
寄
町
年
寄
行
事
組
頭
勤
役
年
限
之
事

町
々
組
合
之
事

大
中
年
寄
町
年
寄
行
事
組
頭
勤
方
之
事

大
年
寄
中
年
寄
町
年
寄
行
事
組
頭
心
得
之
事

市
中

一
般
心
得
之
事

「人
撰
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
大
年
寄
は
二
人
、
中
年
寄
は
四
人
と
し
、
町
々
の
年
寄

・
行
事
の
入
札
に
よ

っ
て
選
ぶ
こ
と
、
町
々
の

年
寄
は

一
人
、
行
事
は
二
人
な
い
し
三
人
と
定
め
、

一
町
限
り
の
集
会
で
入
札
で
選
ぶ
こ
と
と
し
て
い
る

(肺
紳
舳
嫻
醐
戰
駄
蘚
麟
戯
緻
耡
ガ
棚
硼

縦
赫
ら
)
。
役
職
の
勤
役
年
限
に
つ
い
て
は
、
大
年
寄

・
中
年
寄
は
四
年
、
年
寄

・
行
事

・
組
頭
は
お
お
よ
そ
三
年
と
定

め
て
い
る
。
東

西
南
北
の
各
組
の
町
々
は
五
町
か
ら

一
五
町
ぐ
ら
い
を

一
組
と
し
て
、
東
何
番
組

・
西
何
番
組
と
番
号
を

つ
け
る
こ
と
に
し
、
町
内

の
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第一章 明治維新と奈良

家
数

に
応
じ
五
人

(五
軒
)
ま
た
は
七
～

一
〇
人
ま
で
を
組
み
合
わ
せ
、
従
来
の
五
人
組
に
相
当
す
る
組
を

つ
く
ら
せ

て
い
る
。

四
人

の
中
年
寄
が
東
西
南
北
各
組
を
分
担
し
た
。
ま
た
、
大
年
寄

・
中
年
寄
が
詰
所

(市
中
惣
会
所
)

へ
平
日
出
勤

の
と
き

は
、
大
年
寄
は

帯
刀
、
中
年
寄
は
脇
差
を
用
い
、
い
ず
れ
も
平
袴

・
丸
羽
織
を
着
用
す
る
も
の
と
し
た
。
政
府
や
奈
良
県
か
ら
の
布
令

・
布
達
な
ど
は
、

大
年
寄
か
ら
中
年
寄

へ
、
中
年
寄
は
市
中
各
組
の
組
惣
代

(組
内
の
町
年

寄
の
代
表

)
を
召
集
し
て
伝
達
し
、
組
惣
代
は
組
内

の
各

町
年
寄

へ
、

さ

ら

に
町
内
組
頭

へ
と
順
次
伝
達
す
る
仕
組
み
で
あ

っ
た
。

わ
き
ま

さ
と

し
や

し

ゆ
う

「市
中

一
般
心
得
之
事
」
で
は
、
ま
ず
第

一
に
御
法
度
を
守
り
布
令
の
趣
意
を
弁
え
、
五
倫
五
常
の
道
を
志
す
よ
う
諭
し
、
奢
侈
遊

だ惰
を
戒
め
、
子
女
の
教
育

・
家
業
や
技
芸
の
習
得
を
す
す
あ
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
や
近
隣
の
孝
子

・
義
僕

・
貞
婦
な
ど
の
顕
彰

の
ほ

か
、
相
互
援
助
の
要
を
説
き
、
最
後
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
締
め
く
く

っ
て
い
る
。

す
へ

た

と

え

惣
て
町
内
に
お
い
て
御
法
度
に
背
き
、
博
奕
賭
勝
負
又
は
喧
嘩
争
論
公
事
訴
訟
を
好
み
候
者
あ
ら
ば
、
仮
令
風
聞
た
り
と
も
早
速
近
所
隣
組
合
は

き
び
し
く

な
お
ざ
り

勿
論
組
頭
行
事
年
寄
よ
り
厳
敷
申
諭
し
取
締
り
致
す
べ
き
筈
、
其
儀
等
閑
に
致
し
置
き
御
役
所
江
召
捕
に
相
成
候
節
は
夫
々
急
度
曲
事
申
附
候
也

御
法
度

(禁
令
)
の
順
守
、
博
奕
賭
事
や
喧
嘩
争
論

・
公
事
訴
訟
を
戒
あ
る
な
ど
、
「心
得
之
事
」

の
文
言
や
体
裁

は
、

旧
幕
時
代

の
布
告
の
む
し
か
え
し
と
思
わ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の

「市
中
規
則
」
に
し
た
が

っ
て
大
年
寄
二
入

・
中
年
寄
四
人
は
、

つ
ぎ
の
人
物
が
選
ば
れ
た
。

大
年
寄

古
寺
忠
右
衛
門

千
載
傳
吉

中
年
寄

瀬
川
吉
平

高
坂
惣
七

松
宮
宇

一
郎

柳
生
庄
作

(明
治
四
年
三
月
、
東
組
中
年
寄

に
柴
田
逸
作
が
選
ば
れ
て
い
る
)

つ
づ
い
て
同
三
年
十
二
月
、
市
中
惣
会
所
の
移
転
の
こ
と
が
達
せ
ら
れ
た
。
惣
会
所
は
こ
れ
ま
で
東
寺
林
町
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

旧
奈
良
奉
行
所

(現
奈
良
女
子
大

学
の
と
こ
ろ

)
に
設
置
の
奈
良
県
庁
と
は
い
さ
さ
か
隔
た
り
が
あ

っ
て
何
事
に
つ
け
不
便
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち

「御
県
と
ハ
隔
絶
下
情
貫
徹
致
さ
ず
事
件
も
之
れ
有
り
、
且
自
然
手
間
取
下
方
迷
惑

二
も
相
成
り
」

(東
向
北
町

「万
大
帳
」)

と
あ
る
。
奈
良
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県
が
県
庁
に
近
い
斎
藤
百

一
宅
を
買
い
取
り
、
無
償
で
奈
良
町
に
貸
し
下
げ
て
大
年
寄

・
中
年
寄
の
市
中
用
向
取
扱
所
と
す
る
旨
を
市

中

に
触
れ
て
い
る

(斎
藤
百
【宅
の
所

在
町
名
は
不
詳

)。
も

っ
と
も
、
奈
良
県
庁
も
翌
四
年

(一:七
l>

1
月
に
旧
奉
行
所
か
ら
興
福
寺
旧

一
乗
院

へ
移
転
す

る

(県
庁
移
転
を
政
府
か
ら
正
式
に
認
め
ら

れ
た
の
は
、
同
四
年
二
月
八
日
で
あ
る
)。

当
時
、
中
筋
町
に
は
二
人
の
町
年
寄
と
二
人
の
行
事
役
が
い
た
が
、
町
年
寄
の

一
人
が
死
亡
し
た
。
そ
こ
で
、
町
内

の
家
数
が
多

い

こ
と
で
も
あ
り

(五
二
軒

)、
町
用
多
端
を
理
由
に
同
四
年
二
月
、
せ
め
て
行
事
役

一
人
の
増
員
を
認
あ
て
ほ
し
い
と
奈
良
県
に
出
願
し

て

い
る

(館
鼠
舐
蜘
繍
鷦鑛
齷
控
ウ
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
奈
良
県
が
定
め
た

「市
中
規
則
并
心
得
方
之
事
」

の
布
達
と

い

い
、
市
中
惣
会
所
の
移
転
改
称
と
い
い
、
当
時
、
奈
良
の
町
政
が
奈
良
県
の
直
接
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
新
政
府
は
開
国
和
親
を
と
な
え
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教

に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
と
同
様

に
禁
制

の
方
針
を

う
ち
だ
し
た
。
肥
前
国
瀧
旦
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
禁
圧
は
き
び
し
く
、
慶
応
四
年

(明
治
元
年

一八
六
八
)
六
月
に
は
、

信
仰
の
灯
を
と
も
し

つ
づ
け
た
信
徒

=

四
人
を
捕
え
て
、
萩

・
津
和
野

・
福
山

に
移
送
し
た
。
さ
ら
に
翌
明
治
二
年

(天
六九
)
の
暮

れ
に
は
、
大
々
的
に
信
徒
ら
を
捕
え
て
、
北
陸

・
東
海

・
近
畿
を
は
じ
め
西
国
の
諸
藩
に
移
送
し
た
。
配
流

の
信
徒
数
は
二
〇
藩
に
わ

た
り
三
三
〇
〇
余
人

(耐
凋
砺
皓
魏
=詔
躰
醗
却
抄
緲
ゆ
碗
暾
破
ウ

に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。
世
に
浦
上
教
徒
事
件
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
動
き
に
対

し
て
、
長
崎
駐
在
の
欧
米
の
外
交
官
ら
は
さ

っ
そ
く
政
府
や
長
崎
県
当
局
に
抗
議
を
繰
り
返
し
た
が
、
受
け
い
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。

大
和
の
郡
山
藩
預
け
と
な

っ
た
信
徒
の
男
女
八
六
人
は
、
同
二
年
十
二
月
に
郡
山

に
到
着
し
、
ひ
と
ま
ず
茶
町
の
雲
幻
寺
に
旅
装
を

解
き
、
の
ち
に
は
城
下
の
各
所
に
分
宿
さ
せ
ら
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
伊
勢
の
津
藩
預
け
と
な

っ
た
男
女

一
五
五
人

の
う
ち
、

二
二
人

(男

一
二
人

・
女

一
〇
人
、
着
後
伊
勢
で
出
生

一
人
く
女
V

・
着
後
死
亡

一
人
〈
女
〉
)
(燗
貽
駟
晦
醂
翊
幽
螟
誅
鯆
灘
)
が
、
津
藩
城
和

奉
行
所
預
け
と

な

っ
て
大
和
の
古
市
村

(現
奈
良
市
)
に
移
送
さ
れ
た
。
砲
術
稽
古
場
の
幾
重
に
も
矢
来
を
あ
ぐ
ら
し
た
長
屋
に
お
し
こ
ま
れ
た
信
徒
ら
は
、

朝

と
夕
に
は
わ
ず
か
に
三
勺
の
粥

一
杯
、
昼
は
か
た
い

一
合
飯
と
い
う
粗
末
な
待
遇
を
強

い
ら
れ
、
そ
の
う
え
毎
日
、
御
用
と
称
し
て

浦
上
キ

リ
シ
タ

ン

の

大

和

配

流
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第一章 明治維新と奈良

奉
行
所

に
呼
び
出
さ
れ
、
宗
旨
替
え
を
説
得
さ
れ
た
。
ま
た
、
声
を
張
り
あ
げ
て
の
祈
檮
を
魔
法
の
呪
文
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
、
役

人

に
引
き
出
さ
れ
て
改
宗

の
説
得
を
加
え
ら
れ
た
。
信
徒
ら
を
呼
び
出
し
た
後
で
、
役
人
は
長
屋
に
踏
み
こ
ん
で
魔
法
の
道
具
を
持

っ

て
い
な
い
か
と
室
内
を
捜
索
し
た
の
で
あ

っ
た
。

同
五
年

(天
七二)
五
月
、
古
市
預
り
の
信
徒
ら
は
郡
山
預
り
の
信
徒
ら
と
合
流
さ
せ
ら
れ
、
郡
山
城
の
三
ノ
丸
に
移

さ
れ
た
。
郡
山

に
移
さ
れ
て
か
ら
の
信
徒
の
待
遇
は
か
な
り
ゆ
る
め
ら
れ
て
身
は
自
由

に
な
り
、
勝
手

に
出
稼
ぎ
す
る
こ
と
も
許

さ
れ
た
と
い
う

(浦
川
和
三
郎

上
切
支
丹
史
』『浦
)
。
同
年
十
二
月
に
な

っ
て
、
信
徒
の
う
ち

一
二
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
男
女
お
よ
そ
二
五
人
は
父
母
た
ち
か
ら
引
き
離

さ
れ
て
、
奈
良
の
東
大
寺
大
仏
殿
付
近
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
者
は
郡
山
か
ら
吉
野
郡
天
川
郷
に
送
ら
れ
、
二
組

に
分
け
て
寺
院

に

分
宿
し
、
男
子
は
鉱
山
労
務
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
降
雪
寒
冷
の
冬
期
に
炭
火
は
支
給
さ
れ
ず
、
食
物
も
不
十
分
で
あ

っ
た
の
で
、
老

人
や
病
人

に
と

っ
て
は
こ
と
に
苦
痛
の
日
々
を
過
ご
し
た
の
で
あ

っ
た
。
大
仏
殿
付
近
に
移
さ
れ
た
若
者
た
ち

へ
は
改
宗
の
説
得
が
強

め
ら
れ
た
。
車
座
に
す
わ

っ
て
祈
濤
し
て
い
る
と
、
役
人
が
縄
を
持

っ
て
き
て
若
者
ら
を
縛
り
あ
げ
る
。
時
に
は
夜
分

一
〇
数
人
の
役

人
ら
が
蠣
蠍
を
と
も
し
て
押
し
か
け
、

い
ろ
ん
な
手
段

で
改
宗
さ
せ
よ
う
と
謀

っ
た
が
、
若
者
た
ち
は
屈
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と

い
う

(
『前
掲

書
』

)。

こ
の
間
、
日
本
駐
在
の
欧
米
外
交
官
ら
に
よ

っ
て
抗
議
や
配
流
の
信
徒
た
ち

へ
の
待
遇
改
善
要
求
が
政
府
に
提
出

さ
れ
た
。
政
府
も

同

四
年

(1:　
1>
に
巡
見
使
を
派
遣
し
て
調
査
に
当
た

っ
た
が

(辭
か
躑
黜
紡
齬
幽
鶴
測
酬
務
)
、
郡
山
で
は
さ
ほ
ど
待
遇
は
改
善
さ
れ
な
か

っ

た
。や

が
て
同
六
年

(天
七三)
二
月
に
、
太
政
官
布
告
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
て
、
布
教
が
黙
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

翌

三
月

に
は

「長
崎
県
下
異
宗
徒
帰
籍
」
(切
支
丹

放
還
令
)
の
こ
と
が
布
達
さ
れ
た
。
大
和
に
配
流
の
信
徒
ら
が
、
故
郷
の
長
崎
浦
上

の
地

に

帰
着
し
た
の
は
同
六
年
五
月
三
十
日
で
あ

っ
た

(大
和
郡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
庭
に
「切
支
丹
流
配
碑
」
が
あ
り
、
異
郷
の

大
和
で
生
涯
を
と
じ
た
六
人
の
信
徒
名
を
刻
し
た
銘
板
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
)。
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2

大
区

・
小
区
制
下
の
奈
良

明
治
四
年

(
天
七
一)
七
月

の
廃
藩
置
県

に
先
立

っ
て
、
明
治
政
府
は
同
年
四
月
に
府
県
と
藩
を

含
め
て

「全
国
惣

体

ノ
戸
籍
法
」
を
公
布
し
た
。
「人
生
始
終
ヲ
詳

ニ
ス
ル
ハ
切
要
之
事
務
」
で
あ
る
と
考
え
た
政
府
は
、
統

一
的

な
国
民
支
配
を
実
現
す
る
た
め
に
、
従
来

の
宗
門
人
別
改
め
の
制
を
や
め

て
新
し
い
戸
籍
を
と
と
の
え
人
口
調
査
を
行

っ
て
、
国
民
す

べ
て
を
確
実
に
掌
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

戸
籍
法

で
は
、
町
や
村
々

(
い
ま
の
大
字

に
あ
た
る

)
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
新
た
に
区
画
を
設
け
、
戸
糴
弛
と
し
て
の
雇
昆

・
副
戸
長
を
お
く

よ
う
に
定
め
て
い
る
。
新
し
い
区
画
の
設
定
は
同
四
年
か
ら
始
ま

っ
た
が
、
そ
の
実
施
は
府
県
に
よ

っ
て
ま
ち
ま
ち

で
あ

っ
た
。
奈
良

で
は
、
大
年
寄
と
中
年
寄
が
役
名
は
そ
の
ま
ま
で
戸
籍
吏
と
し
て
の
市
中
戸
長
の
任
に
あ
た
り
、
各
町
で
戸
長
副
役

(副
戸
長
)
が
任

命
さ
れ
た
。
戸
籍
区
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
た
と
え
ば
公
納
堂
町
は
二
区
二
番
組
、
橋
本
町
は
三
区
四

番
組
、
杉
ケ
町
は
四
区

一
番
組
、
北
市
町
は
四
区
三
番
組
、
東
笹
鉾
町
は
五
区
二
番
組

に
な

っ
て
い
る
。

は
ん

ぷ

翌
五
年

(
一八七二)
四
月
に
な
る
と
、
奈
良
県
で
は

『
戸
籍
編
制
手
順
書
』
を
頒
布
し
、
大
区

・
小
区
編
成
の
方
法
や
、
送
籍

・
入
籍

・

寄
留

.
旅
行
の
こ
と
な
ど
戸
籍
事
務
の
詳
細
を
示
し
た
。
奈
良
県

(県
内
は
一五
郡

に
分
か
れ
る

)
は
、
添
上
郡
を
第

一
大
区
、
添
下
郡
を
第
二
大
区
と

い
う
よ
う
に
し
、
大
和

の

一
五
郡
を
そ
の
ま
ま

一
五
の
大
区
に
置
き
か
え
、
各
大
区
ご
と
に
、
旧
幕
時
代
の
町
や
村

(と
も
に
い
ま
の

大
字
に
あ
た
る
)
を

数

か
町
村
ず

つ
組
み
合
わ
せ
て
い
く

つ
か
の
小
区
を
設
け
た
。

小
区
の
各
町
村

で
戸
籍
編
制
事
務
に
た
ず
さ
わ
る
戸
長

・
副
戸
長
に
は
、
従
来
の
庄
屋
や
年
寄
な
ど
の
役
人
が
兼
ね
て
も
差
し
支
え

な
い
と
し
、
区
内
の
公
平
な
入
札
に
よ

っ
て
選
ぶ
こ
と
も
認
め
、
区
内
戸
ご
と
に
何
番
屋
敷
と
番
号
を

つ
け
る
よ
う
指
示
し
た
。

新

し

い

戸

籍

づ

く

り
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こ
う
し
て
、
明
治
五
年

に
は
、
戸
籍
法

に
基
づ
く
統

一
的
な
戸
籍
が
と
と
の
え
ら
れ
た

(い
わ
ゆ
る
壬
申

戸
籍
で
あ
る

)
。
庶
民
も
屋

号
や
通
称

に
よ

ら
ず
、
姓

(苗
字
)
を
名
の
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る

(敏
齲
旗
騨
綴
郛
箱
孵
腋
糊
飛
膳
飼
糺
砒
)
。

戸
籍
法
に
よ

っ
て
設
定
さ
れ
た
大
区
と
小
区
は
、
引
き

つ
づ
い
て
新
し
い
地
方
行
政
区
画
に
整
備
さ
れ
た
。

添
上
郡
は
第

一
大
区

(二
二
小

区
編
成
)
と
さ
れ
た
の
で
、
奈
良
町
は
第

一
大
区
に
属
し
た
。
奈
良
町
は
明
治
元
年

(天
六〇

九
月
以
降
、
東
西
南
北
の
四
組
に
大
別
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
ら
た
あ
て
第

一
大
区
内
の
第

一
小
区
か
ら
第
四
小
区
に
編
成
さ
れ
、
各
小

区
ご
と
に
事
務
所

(戸
長
役
所
)
を
設
け
、
戸
長

・
副
戸
長
を
配
置
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
各
小
区
の
範
囲
は
、

お
よ
そ

つ
ぎ

の
と
お
り

で

あ

っ
た
と
い
う

(藤
田
文
庫

「奈
良
町
政
」)。

第

一
小
区

西
南
限
-
興
福
寺
三
重
塔
、
西
北
限
1
花
芝
町
東
側
、
東
北
限
-
東
大
寺

.
川
上
村
、
東
南
限
-
春
日
ニ
ノ
鳥
居

第
二
小
区

西
北
限
i
樽
井

・
元
林
院
、
東
北
限
ー
春
日
若
宮
社
、
東
南
限
1
高
畑
丹
坂
、
西
南
限
-
紀
寺
村

第
三
小
区

東
南
限
-
油
留
木
町
、
西
南
限
ー
中
筋
町
、
西
北
限
ー
北
法
蓮
村

・
多
門
、
東
北
限
ー
笹
鉾

.
包
永

第
四
小
区

東
北
限
-
東
向

・
西
御
門
、
東
南
限
ー
肘
塚
町

・
竹
花
町
、
西
南
限
ー
京
終
地
方
西
側

・
城
戸
村
、
西
北
限
-
油
坂
町

大

区

・

小

区

の

制

と

奈

良

右
の
記
載

に
よ

っ
て
お
お
よ
そ
範
囲
は
推
察

で
き
る
が
、
第

一
小
区
の
場
合
は
興
福
寺
境
内
を
含
み
、
東
は
春
日
社
大
鳥
居

通
り
か
ら
春
日
社
限
り
、
北
は
押
上
町
通
り
か
ら
奈
良
阪
町
に

い
た
り
、
そ
の
東
方
の
東
大
寺

一
帯
を
含
む
地
域
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
第
四
小
区
は
東
向
中
町
を
は
じ
め
七

一
か
町
村
と
、

か
な
り
広
域
に
わ
た

っ
て
い
た
。
こ
の
編
成
に
よ

っ
て
た
と
え

ば
、
椿
井
町
は
奈
良
県
第

一
大
区
添
上
郡
第
四
小
区
椿
井
町
と

表1明 治5年(1872)

奈良県 の大区割 と管内小区数

大 区 郡名 小区数

第1大 区 添 上 22

第2大 区 添 下 14

第3大 区 平 群 12

第4大 区 山 辺 20

第5大 区 式 上 10

第6大 区 式 下 6

第7大 区 広 瀬 6

第8大 区 十 市 11

第9大 区 葛 上 9

第10大 区 葛 下 16

第11大 区 高 市 15

第12大 区 忍 海 2

第13大 区 宇 陀 17

第14大 区 宇 智 7

第15大 区 吉 野 32
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呼
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

各
小
区
の
戸
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
大
年
寄
や
中
年
寄
だ

っ
た

つ
ぎ
の
人
々
が
そ
の
任
に
つ
い
て
い
る
。

第

一
小
区
戸
長

藤
枝
善
四
郎
、
第
二
小
区
戸
長

古
寺
忠
八
郎
、
第
三
小
区
戸
長

柳
生
庄
作
、
第
四
小
区
戸
長

清
水
浪
江
、

明
治
五
年
六
月
、
第
三
小
区
戸
長
に
冨
松
彦
四
郎
が
、
同
年
十

一
月
第
四
小
区
戸
長
に
橋
井
善
平
が
選
ば
れ
て
い
る
。

各
小
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
副
戸
長
が
配
置
さ
れ
た
が
、
市
街
地
と
い
う
事
情
か
ら
比
較
的
そ
の
数
は
多
か

っ
た
。
た
と
え
ば
第
四
小
区

で
は
、
南
魚
屋
町
の
高
坂
惣
七

・
城
戸
村
の
萩
原
吉
平
な
ど
九
人
が
副
戸
長

に
な

っ
て
い
る
。

奈
良
町
近
郊
の
諸
村
に
つ
い
て
小
区
編
成
を
み
る
と
、
第

一
大
区
添
上
郡

(二
二
か

小
区

)

の
う
ち
、
お
お
む
ね
東
里
地
区
が
第
五
小
区
、

狭
川
地
区
が
第
六
小
区
、
大
柳
生
地
区
と
田
原
地
区
の
北
部
が
第
七
小
区
、
田
原
地
区
東
部
が
第
八
小
区
、
田
原
地
区
中

・
西
部
か
ら

南
部
が
第
九
小
区
、
水
間

。
別
所
両
村
や
田
原
地
区
東
南
部
が
第
十
小
区
、
柳
生
地
区
東
部
が
第
十

一
小
区
、
柳
生
地
区
西
部
が
第
十

二
小
区
、
精
華
地
区
が
第
十
五
小
区
、
帯
解
地
区
が
第
十
八
小
区
、
東
市
地
区
が
第
十
九
小
区
、
東
市
地
区
の
北
西
部
か
ら
明
治
地
区

が
第
二
十
小
区
、
辰
市
地
区
が
第
二
十

一
小
区
、
大
安
寺
地
区
と
法
華
寺
村
が
第
二
十
二
小
区
に
な

っ
て
い
る
。
奈
良
町
に
は
じ
ま

っ

て
、
お
お
よ
そ
時
計
回
り
に
小
区
番
号
を

つ
け
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
第
二
大
区
添
下
郡

の
小
区
編
成

(
}
四
か

小
区

)
の
概
略
を
か
か
げ
よ
う
。
郡
山
の
町
々
と
そ
の
近
郷
村
が
第

一
か
ら
第
三
小
区
に
、

都
跡
地
区
南
部
と
伏
見
地
区
南
部
が
第
四
小
区
、
都
跡
地
区
北
部
と
平
城
地
区
東
部
が
第
五
小
区
、
伏
見
地
区
北
部
と
平
城
地
区
西
部

が
第
六
小
区
、
二
名
村
と
生
駒
北
部
域
が
第
八
小
区
、
富
雄
地
区
中
部
が
第
九
小
区
、
富
雄
地
区
南
部
と
郡
山
北
部
域
が
第
十
小
区
、

郡
山
西
部
域
諸
村
が
第
十

一
か
ら
第
十
四
の
各
小
区
に
編
成
さ
れ
た
。

こ
の
大
区

.
小
区
の
編
成
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
町
や
村
々
は
、
最
小
行
政
単
位
と
さ
れ
た
小
区
の
中
に

ま
い
ぼ
つ

埋
没
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
農
村
で
は
村
々
の
庄
屋
が
戸
長
、
年
寄
が
副
戸
長
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま

で
庄
屋

・
年
寄
が

16
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取
り
扱

っ
て
き
た
事
務
は
も
ち
ろ
ん
、
戸
籍
調
査
の
任
務
を
も
あ
わ
せ
受
け
持

つ
一
役
同
掌
の
形
と
な

っ
た
。
戸
籍
法
に
規
定
し
た
戸

長

・
副
戸
長
は
廃
さ
れ
、
地
方
事
務
取
扱
い
の

一
元
化
が
は
か
ら
れ
た
。
な
お
、
同
五
年

(天
七
二)
十
月
に
は
大
区

に
区
長
、
小
区
に

副
区
長
を
お
く
と
い
う
原
則
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

明
治
五
年

(
天
七二)
十

一
月
か
ら
翌
六
年
に
か
け
て
、
い
わ
ば
大
区
の
事
務
所

に
あ
た
る
会
議
所
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
会
議
所
は
県
か
ら
の
布
令
を
区
内
に
は
や
く
知
ら
せ
る
よ
う
に
努
あ
、
ま
た
、

諸
種
の
願
書
や
届

書

の
受
継
ぎ
に
当
た
る
と
と
も
に
、
区
内
の
学
校
創
立

・
病
院
施
設

・
物
産
興
隆

・
水
利
運
漕

・
道
路
橋
梁
の
修
繕

.
義
倉
貯
蓄

.
窮

ま

め

や
ま

民
救
助
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
区
長

・
戸
長
ら
が
協
議
を
行
う
機
関
で
あ

っ
た
。
明
治
五
年
十

一
月
に
、
奈
良
大
豆
山
町
の
崇
徳

寺

に
第

一
会
議
所
が
設
置
さ
れ
、

つ
づ
い
て
針
ケ
別
所

・
竜
田

・
三
輪

・
御
所

・
宇
陀
松
山

・
上
市

・
五
條

・
折
立

(
の
ち
川
津

へ
移
す

)

に
そ

れ
ぞ
れ
会
議
所
が
設
置
さ
れ
た

(さ
ら
に
同
七
年
十

月
、
下
市
に
設
置
)。
同
六
年

一
月

に
、
奈

良
町
を
含
む
添
上
郡
西
部

の

=
二
か
小
区

(第

一
大
区
の
第

一

小
区
～
第
四
小
区

・
第
十
四
小
区
～
第
二
十
二
小
区
)、
添
下
郡
の
全
域

一
四
か
小
区
、
山
辺
郡
北
西
部
の
六
か
小
区
内
の
町
や
村
は
、
第

一

会
議
所
部
内
に
は
い
る

こ
と
が
奈
良
県
か
ら
達
せ
ら
れ
た
。
添
上
郡
東
部
の
束
里
地
区
か
ら
柳
生
地
区
、
さ
ら
に
月
ケ
瀬
に
か
け
て
の

九

か
小
区
村
々

(第

一
大
区
の
第
五
小
区
～
第
士

二
小
区
)
と
、
山
辺
郡
東
部
の
各
小
区
村
々
は
、
針
ケ
別
所
村

(哩
獅
槨
村
)

に
お
か
れ
た

第

二
会
議
所
部
内
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
六
年
四
月
に
、
添
上
郡
の
第
五
小
区
か
ら
第
九
小
区
ま
で
と
第
十
二
小
区
の
あ

わ
せ
て
六
か
小
区
は
第

一
会
議
所
部
内
に
変
更
さ
れ
た
。
地
理
的
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
会
議
所
設
置

に
対
応
し
て
、
同
六
年
二
月
に
奈
良
角
振
町
に
第

一
大
屯
所

(
の
ち
奈
良

大
屯
所

)
が
設
け
ら
れ
、
第

一
奈
良

・
第

二
針

ケ

別
所
両
会
議
所
部
内

の
警
察
事
務
を
担
当
し
た
。

行
政
区
画
と
し
て
の
大
区

・
小
区
制
は
、

こ
の
の
ち
た
び
た
び
編
成
替
え
が
行
わ
れ
る
が
、
同
六
年
八
月
に
四
条
隆
平
奈
良
県
令
か

ら
告
示
さ
れ
た

「
会
議
所
条
例
并
大
小
区
諸
規
則
」

の
序
言

に
は
、
大
区
小
区
の
設
置
な
ど
に

つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。

会
議
所
の
設
置
と

小
区
編
成
替
え
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(前
略
)
是
迄
分
部

セ
ル
大
区

ハ
餮

新
置
県

ノ
際

蒔

仮
定

ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
土
地

ノ
広
狭
戸

・
ノ
多
寡
其
当

ヲ
得

ス
・

正
副

区
長

二
至

テ

ハ

し
か
の
み
な
ら
ず

　　
　

未
全
員

セ
サ
ル
区

モ
ア
リ
、
是

ヲ
以

テ
民
間
幸
不
幸

ノ
差

ヲ
生

シ
遂

二
自
有

ノ
権
利

ヲ
モ
妨
碍

ス
ル
恐

ア
リ
、
加
之
、
事
務
儂
雑

ニ
シ
テ
吏

員

ノ

せ
ん
ぎ

労
逸
モ
均

一
ナ
ラ
ス
、
因
テ
今
般
更
二
僉
議
ヲ
尽
シ
先
ツ
大
小
区
ノ
部
分
ヲ
平
等
シ
吏
員
ノ
当
否
ヲ
撰
議
シ
、
其
他
諸
般
ノ
規
則
ヲ
更
定
シ
、
其

条
例
及
区
長
以
下
職
員
ノ
所
務
綱
目
給
料
日
当
ノ
表
箋
上
申
書
式
等
ヲ
鏤
シ
以
テ
管
内
各
地
二
告
示
ス
ル
左
ノ
如
シ

(後
略
)

明
治
五
年
五
月
に

一
郡
を

一
つ
の
大
区
と
し
て
、
県
内
に

一
五
大
区
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
土
地
の
広
狭
や
人
口
を
勘
案
し
た
も
の

で
は
な
く
、
「新
置
県
ノ
際

一
時
仮
定
ス
ル
所
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
大
区
小
区
の
編
成

・
配
置
を
再
検
討
し
、
会
議
所
を
設
置

し

て
大
区
内
の
諸
問
題
に
つ
い
て
区
長

・
副
区
長
や
戸
長
ら
に
よ
る
協
議
を
促
そ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
同
六
年

か
ら
各
会
議
所
部
内
を

一
つ
の
大
区
と
す
る
計
画
が
す
す
あ
ら
れ
る
と
、
第

一
奈
良
会
議
所
部
内
は
第

一
大
区
、
第

二
針
ケ
別
所
会
議

所
部
内
は
第
二
大
区
と
と
な
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

同
六
年
十
月
に
、
第

一
奈
良
会
議
所
部
内
、

つ
ま
り
第

一
大
区
は
二
一二
か
小
区
に
改
編
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
と
も
な

い

奈
良
で
は
翌
十

一
月
に
小
区
編
成
替
え
が
行
わ
れ
、
従
来
の
四
か
小
区
か
ら
五
か
小
区
に
改
め
ら
れ
た
。

第

一
小
区

西
南
-
興
福
寺
南
円
堂
、
西
北
-
花
芝
町
東
側
、
東
北
-
川
上
村

・
奈
良
坂
、
東
南
ー
春
日
社

第
二
小
区

西
北
r
菩
提
町
、
東
北
-
春
日
ニ
ノ
鳥
居
、
東
南
-
丹
坂
町
、
西
南
-
七
軒
町

第
三
小
区

東
北
-
勝
南
院
町
、
東
南
-
竹
花
町
、
西
南
-
八
軒
町
、
西
北
-
北
風
呂
町

第
四
小
区

東
北
-
扇
之
芝
、
東
南
-
東
寺
林
町
、
西
南
-
杉
ケ
町
、
西
北
-
油
坂

第
五
小
区

東
南
1
東
向
南
町
、
西
南
-
芝
辻
村
、
西
北
ー
法
蓮
村
、
東
北
-
多
門
町

小
区
番
号
は
奈
良
の
東
北
方
面
を
第

一
小
区
と
し
、
時
計
回
り
に
順
次
番
号
を

つ
け
、
西
北
方
面
を
第
五
小
区
と
し
て
い
る
。
お
も

に
こ
れ
ま
で
の
第
三

・
第
四
小
区
内
町
村
を
組
み
替
え
て
、
新
し
い
第
三

・
第
四

・
第
五
小
区
を
編
成
し
た
と
い
え
よ
う
。
旧
第
三
小
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区
内
の
半
田

・
油
留
木

・
笹
鉾

・
中
御
門

・
北
袋
な
ど
の
各
町
が
新
し
い
第

一
小
区
に
編
入
、
同
じ
く
旧
第
三
小
区
内
の
後
藤

・
北
魚

屋
西

・
北
法
蓮

・
多
門

・
川
久
保

・
内
侍
原

・
中
筋
の
各
町
が
新
し
い
第
五
小
区
に
、
旧
第
四
小
区
の
三
棟

・
京
終

・
肘
塚

・
中
辻
な

ど

の
各
町
村
が
新
し
い
第
三
小
区
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第

一
大
区
の
第
六
小
区
以
降
に

つ
い
て
は
史
料
の
制
約
が
あ

っ
て
全
容
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
忍
辱
山
村
が
第
六
小
区
、
柳
生

村
が
第
七
小
区
、
須
山
村
が
第
八
小
区
、
虚
空
蔵
村
が
第
九
小
区
、
帯
解
地
区
の
今
市
村
が
第
十

一
小
区
内
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か

っ
て
い
る
。

当
初
、
第
二
大
区
で
あ

っ
た
添
下
郡
は
第

一
会
議
所
部
内
と
な

っ
た
の
で
、
第

一
大
区
を
冠
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
た
と
え
ば
、
青

野

・
疋
田

・
菅
原

・
宝
来

・
平
松

・
六
条

・
七
条
な
ど
伏
見
地
区
南
部
と
都
跡
地
区
南
部
の
村
々
は
第
二
十
小
区
に
、
西
大
寺

・
野
神

・

芝

の
各
村
を
は
じ
め
秋
篠

・
中
山

・
押
熊
の
各
村
な
ど
伏
見
地
区
北
部

・
都
跡
地
区
北
部

・
平
城
地
区
の
村
々
や
法
華
寺
村
は
第
二
十

一
小
区
に
、
富
雄
地
区
や
郡
山
西
部
域
の
村
々
が
第
二
十
二
小
区
、
富
雄
川
上
流
の
二
名
村
や
生
駒
北
部
域
の
村
々
が
第
二
十
三
小
区

に
編
成
替
え
さ
れ
た
。

明
治
七
年

(一八七四)
八
月
、
藤
井
千
尋
奈
良
県
権
令
の
名
で
告
示
さ
れ
た

「会
議
所
条
例
并
区
戸
長
心
得
書
」

で
は
、

一
大
区
に
区

長

。
副
区
長

・
会
計
用
掛
各

一
員
を
、
小
区
に
戸
長
を

一
な
い
し
二
員
、
各
町
村
に
副
戸
長
を

一
員
ず

つ
お
く
も
の
と
し
て
い
る
。
戸

長

は
小
区
内
の
事
務
を
自
宅
に
お
い
て
統
理
し
、
時
に
は
会
議
所

へ
出
勤
す
る
こ
と
も
あ
る
と
定
あ
た
。
こ
の

「
条
例
」
で
は
、
県
内

に

一
二
の
大
区
を
設
け
る
方
針
を
示
し
て
い
た
が
、
同
年
十
月
に
は
そ
の
方
針
を
変
え
て

一
〇
の
大
区
に
編
成
す
る
よ
う
に
改
め
て
い

る

(こ
の
と
き
、
吉
野
郡
の
下
市
に
第
九
会
議
所
が
置
か
れ
、

川
津
の
第
十
二
会
議
所
は
第
十
会
議
所
と
改
称
さ
れ
た
)。

こ
こ
で
奈
良

の
第

一
会
議
所
を
は
じ
め
と
し
て
十
津
川
郷
川
津
の
第
十
会
議
所

に
い
た

る

一
〇
か
所

の
会
議
所
が
整

っ
た
の
だ
が
、
こ
の
過
程
で
各
会
議
所

(大
区
)
部
内
の
小
区
の
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
。

第

一
会
議
所
部
内

つ
ま
り
第

一
大
区

(滝
口
帰

一
区
長
)
は
、
す
で
に
前
年
の
同
六
年
十
月
に
二
二
か
小
区
か
ら
二
三
か
小
区
に
改
編
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と
な
り
、
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
奈
良
は
従
来
の
四
か
小
区

か
ら
五
か
小
区
に
編
成
替
え
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述

べ
た

と
お
り
で
あ
る
。

第
二
会
議
所
部
内
に
当
た
る
第
二
大
区
で
は
、
同
七
年

十
二
月
に
八
小
区
編
成
の
小
区
割
り
が
示
さ
れ
た

(艨
齦
鰥

咽
駟
)
。
現
奈
良
市
域
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
を
掲
げ
る
と
、

杣

ノ
川

・
別
所

・
水
間
上

・
水
間
下
の
各
村
は
都
祁
北
部

域
の
村
々
と
と
も
に
第

一
小
区
、
上
丹
生

・
下
丹
生

・
邑

地
上

・
邑
地
中

・
邑
地
下

・
北
野
山

の
各
村
は
山
添
西

部
域
の
村
々
と
と
も
に
第
八
小
区

に
編
成
さ
れ
て
い
る

(明
治
八
年
七
月
、
水
間
上
・下
両
村
は
合
併
し
て
水
間
村
に
、
同
年
九
月
上

丹
生
・下
丹
生
両
村
は
合
併
し
て
丹
生
村
に
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
て
い
る

)。

こ
う
し
て
政
府
は
、
会
議
所
の
設
置

や
大
区

・
小
区
の

行
政
区
画
を
整
備
し

(奈
良
県
は
一〇
か
大
区
、

一
二
五
か
小
区
に
整
備
)
、
区
長

・
副
区

長
や
戸
長

・
副
戸
長
を
通
し
て
施
政
の
浸
透
を
図

っ
た
の

で
あ
る
。
戸
長
や
副
戸
長
の
人
選
は
投
票
に
よ

っ
て
は
い

る
も
の
の
、
奈
良
町
で
は
元
の
大
年
寄

・
中
年
寄
や
町
年

寄
、
村
々
で
は
元
の
庄
屋

・
年
寄
な
ど
地
方
名
望
家
層
か

ら
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
明
治
七
年

に
は
そ
の
地
位
が
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じ
ゆ
う
ち
よ
う

官
吏
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
に
十
人
組
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
組
頭
役
に
当
た
る
什

長
が
選
ば
れ
て
い
る
。

同
七
年
、
奈
良
の
各
町
に
は
検
証
役
が
お
か
れ
、

こ
れ
が
組
頭
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
翌
八
年
さ
ら
に
什
長

と
改
称
し
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
は
お
よ
そ
二
年
間

つ
づ
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
区

・
小
区
制
は
小
区
を
地
方
行
政
の
最
小
単
位
と
考
え
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
住
民
の
暮
ら
し
の
基
礎
に
な

っ
て
い

る
町
や
村
を
解
体
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
町
や
村
々
に
副
戸
長
、

の
ち
に
は
町
村
総
代

(瑚
駘
航
輝
ズ
欧
湘
楓
嬲
螺
灘
縮
け
昌
杖
酷

み
ん
ぴ

勘
爾
鮒
嫌
)
を
お
い
て
、
町
村
の
行
政
用
務
を
担
当
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
小
区
費
用
に
あ
て
る
民
費

(住
民
税
に

あ
た
る

)

の
徴
収

に
も
町
や
村
を

利
用
し
、
副
戸
長

(の
ち
に

は
総
代
)
に
そ
の
割
当
て
や
徴
収
を
受
け
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

明
治
九
年

(
穴
七六)
四
月
十
八
日
に
奈
良
県
は
廃
さ
れ
て
、
大
和
は
堺
県
の
管
内

に
は
い
る
こ
と
に
な

っ
た
。
奈

良
に
は
堺
県
の
奈
良
出
張
所
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
大
和
の
行
政
区
画
は
従
来

の

一
〇
か
大
区

・

一
二
五
か
小
区
か
ら
五
か
大
区

・
二
四
か
小
区

(二
五
二
町
・
一
二
八
〇
村
)
に
改
編
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同

九
年
十
二
月

二
十

五

日
に
堺
県
庁
か
ら
布
達
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
阪

・
般
若
寺

・
川
上

・
雑
司

・
水
門

・
春
日
野

・
紀
寺

・
高
畑

・
肘
塚

・
京
終

・
木
辻

・
杉
ケ
町

・
油
阪

・
三
条

・
芝
辻

・
畑

中

・
法
蓮

・
佐
保
田

・
不
退
寺

・
半
田
開
の
各
村
を
含
む
旧
奈
良
町

(二
二
四

町
村

)
は
、
大
和
国
第

一
大
区

(緬
小
駆
)

の
第

一
小
区
に
編
成

さ
れ
、
第

一
小
区
事
務
所
を
東
寺
林
町
の
元
柳
生
藩
屋
敷
に
設
置
し
て
い
る
。
添
上
郡
内
で
旧
奈
良
町
南
方

の
村

々
と
い
ま
の
大
和
郡

山
市

・
天
理
市
域
の

一
部
を
あ
わ
せ
て
四
九
か
村
が
第
二
小
区
、
旧
奈
良
町
東
方

の
村
々
と
い
ま
の
月
ケ
瀬
や
山
添
村
域

の

一
部
を
あ

わ
せ
た
五
七
か
村
が
第
五
小
区
に
編
成
さ
れ
た
。

第
二
大
区

(駟
小
駆
)
の
第

一
小
区
は
、
添
下
郡
の
村
々
と
添
上
郡
の
柏
木
村

・
法
華
寺
村
を
あ
わ
せ
た
三
二
か
村

の
範
囲
で
あ
る
。

い
ま
の
奈
良
市
西
部
域
が
お
お
か
た
こ
の
小
区
に
含
ま
れ
て
い
る

(西
大
寺
村
に
小
区

事
務
所
を
設
置

)。
第
二
小
区
は
添
下
郡
郡
山
町

を
中
心
に
近
隣
の

大

区

・

小

区

の

統

合
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村
々
、
平
群
郡
の
七
か
村
を
あ
わ
せ
て
七
九
か
町
村
で
編
成
さ
れ
、
富
雄
地
区
の
大
和
田
村

・
石
木
村
が
こ
の
小
区
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

さ
て
、
大
区
に
は
区
長

(県
庁
に

在
勤

)
、
小
区
に
は
副
区
長

・
戸
長

・
出
納
役
が
お
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
任
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
町

や
村
の
副
戸
長
は
総
代
と
改
め
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
奈
良
で
は
市
中
の
七
～
八
か
町
村
で
総
代
を
選
ん
で
担
当
総
代
と
名
づ
け
、
各

町
に
組
頭
を
お
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
第

一
大
区
区
長
と
第

一
大
区
第

一
小
区
の
役
職
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

一
大
区

区

長

近
藤
勝
清

第

一小
区

副
区
長

平
松
甚
平
、
片
岸
清
三
郎

戸

長

森

繁
蔵
、
石
川
嘉
平

副
戸
長

冨
松
彦
四
郎
、
森
岡
重
平
、
細
田
平
三
郎
、
名
和
藤
七
、
大
森
弥
十
郎
、
太
田
義
孝
、
橋
井
善
二
郎
、
高
木
又
平
、
の
ち

西
荘
久
和
、
白
井
英
通

出
納
役

瀬
川
吉
平
、
の
ち
岸
野
義
生

参
考
に
、
区
長
以
下
の
給
料
を
掲
げ
よ
う
。

区

長

一
か
月

一
八
円

副

区

長

一
か
月

一
二
円

戸

長

同

八
円

副

戸

長

同

五
円

県
庁
詰
出
納
役

同

一
二
円

事
務
所
詰
出
納
役

同

五
円

町

村

総

代

同

二
円

こ
の
よ
う
に
地
方
行
政
の
仕
組
み
は
、
わ
ず
か
数
年

の
う
ち
に
た
び
た
び
の
改
変
が
加
え
ら
れ
た
が
、
番
号
で
呼
ぶ
大
区

・
小
区
に

愛
着
は
う
す
く

(学
区
や
学
校
は
別
の

一連
番
号
で
呼
ん
だ
)
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
無
理
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
町
や
村
の
生
活
共
同
体
と
し

て
の
ま
と
ま
り
や
発
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第一章 明治維新と奈良

展
を
無
視
し
た
も
の
で
、
政
府
が
欧
米
の
制
度
を
模
範
と
し
て
企
て
た
近
代
化

へ
の
模
索
の
あ
ら
わ
れ
で
あ

っ
た
。
や
が
て
政
府
は
大

区

・
小
区
制
を
や
め
て
、
行
政
単
位
と
し
て
の
性
格
を
失

っ
て
小
区
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
生
活
共
同
体
と
し
て
の
町
や
村
の
機
能
を

見
直
し
、
地
方
制
度
の
再
編
成
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

維
新
政
府
は
、
近
代
国
家
建
設
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
す
す
め
た
が
、
徴
兵
令
も
そ
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
明

治
六
年

(天
七≫1>

1
月
に
布
告
が
出
て
、
満
二
〇
歳
に
達
し
た
男
子
は
す
べ
て
兵
籍
に
編
入
、

徴
兵
検
査
に
合
格

し

て
抽
選
に
当
た
っ
た
者
は
三
年
間
兵
役
に
服
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
当
時
は
、
戸
主

・
官
吏

・
学
生
な
ど
の
ほ
か
、
代
人
料

を
お
さ
め
る
と
免
除
さ
れ
る
規
定
が
あ

っ
た
。
同
七
年
二
月
の
こ
と
だ
が
、
鳴
川
町
の
小
学
校

(魁
化
舎
-
第

三
番
小
学

)

訓
導
心
得
試
浦
に
採
用

さ
れ
た
の
を
理
由
に
、
戸
主
を
通
じ
て
大
区
の
副
区
長
に

「徴
兵
御
免
願
」
を
出
し
て
い
る
例
が
あ
る

(藤
田
文
庫

「奈
良
町
政
」)
。
ま
た
、
同
九
年

八
月
、
堺
県
が
、
徴
兵
検
査
に
あ
た

っ
て
い
ろ
い
ろ
と
苦
情

の
申
立

て
が
あ
る
と
し
て
、

一
一
条

の
心
得
を
布
達

し
て
い
る
し
、
同
十

一
年
十
月
に
は
奈
良
町
の
徴
兵
検
査
該
当
者
の
下
検
査
を
す
る
の
で
、
戸
長

・
町
村
総
代
付
添
い
の
う
え
、
第
二
小
区
今
市
事
務
所

へ

出
頭
す
る
よ
う
に
達
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
徴
兵
事
務
は
戸
長

の
大
切
な
任
務

で
あ

っ
た
が
、
こ
の
ほ
か
兵
事
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
務
が
、
町
村

の
仕
事

の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

政
府
は
ま
た
、
国
家
財
政
を
確
立
す
る
た
め
地
租
改
正
の
大
事
業
を
行

っ
た
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
明
治
四
年

(
天
竺
)
九
月
田
畑

へ
の
作
付
け
制
限
を
廃
し
、
翌
五
年
二
月
田
畑
永
代
売
買
の
禁
を
解
き
、
七
月
に
は
地
券
を
発
行
し
て
こ
れ
ま
で

の
年
貢
負
担
者

(

眦
駐
斷
)

に
そ
の
所
有
権
を
認
め
た
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
同
六
年
七
月

「地
租
改
正
条
例
」
を
公
布
し
て
地
租
改
正

に
着
手
、
同
十
二
年

(
穴
七九)
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
e
課
税
の
基
準
を
不
安
定
な
収
穫
高
か
ら
地
価

に
変
更
す

る

口
物
納
を
金
納

に

改

め
税
率
は
地
価
の

一
〇
〇
分
の
三
と
す
る

⇔
納
税
の
責
任
者
は
地
券
の
交
付
を
受
け
た
土
地
所
有
者
と
す
る
、
と
い
う
の
で
あ

っ

た
。
奈
良
県
で
は
、
同
六
年
十

一
月
に

「地
租
改
正
条
例
七
章
告
諭
書
」
を
出
し
て
、
「
こ
の
た
び
の
改
正
は
公
平

至
当
を
旨
と
し

て

徴

兵

令

と

地

租

改

正
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お
り
、
租
税

に
つ
い
て
の
苦
情
が
で
な
い
よ
う
に
改
め
る
の
で
あ
る

か
ら
、
実
地
精
実

に
調
査
し
、

一
村

一
区
内
に

一
人
の
不
都
合
も
あ

っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
条
文
ご
と
に
解
説
を

つ
け
て
、
趣
旨
徹
底

に
つ

と
め
て
い
る
。

土
地
制
度
の
改
革
を
と
も
な
う
地
租
改
正
の
事
業
は
、
同
六
年
末

じ
よ
う
り
よ
う

か
ら
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
が
、
土
地
の
丈

量

(長
さ
や
面
積

を
調
べ
る

)

に
多

く

の
労
力
と
費
用

・
日
数
を

つ
い
や
し
た
。
田
畑
宅
地
な
ど
、

一
筆

ご
と
に
測
量
し
て
新
た
に
反
別
取
調
帳
を
作
成
、
き
め
ら
れ
た
方
法

で
地
価
を
評
定

(後
述
)
し
て
、
地
価
取
調
帳
を
ま
と
め
た
の
で
あ

る

(
こ
の
機
会
に
村
相
互
間
で
錯
雑
し
た

飛
地
の
組
み
替
え
も
行
わ
れ
て
い
る
)。

白
毫
寺
村

・
八
島
村
に
つ
い
て
明
治
八
年

(天
七
五)
の
新
検
改
正

反
別
を
従
前
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
み
る
と

(表
2
参
照
)、
両
村
と
も
税
地

が
増
加
し
て
い
る
。
税
地
の
増
加
は
両
村
に
限
ら
ず
、
ど
の
村
々
で

も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
丈
量
が
厳
し
く
、
隠
田
な
ど
も
算
入

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
村
々
で
地
価
取
調
帳
に
基
づ
い
て
田
畑
宅
地

税地 の旧検反別 ・新検(改 正)反 別 の比較表2

反別村名 旧 検 反 別 新検反別(明 治8年)

町 反 畝 歩 町 反 畝 歩
白

田 27.9.0.17 田 33.1.3.24

毫 畑 2.3.8.15 畑 4.1.3.01

宅地 1.9.9.28 宅地 3.1.1.01

寺 山地 75.5.0.0 山地 68.9.9.13

村
計 107.7.9.0

藪
計

2.5.06

109.6.2.15

町 反 畝 歩 町 反 畝 歩

田 12.1.0.02 田 16.1.8.12
八 畑 1.3.5.20

'畑
3.4.13

宅地 4.2.05 宅地 1.4.1.05

島 山地 57.7.1.20 山地 70.4.0.29

藪地 4・06

村
新開田

新開畑

1.3.20

15.0.1.14

計 71.5.9.17 計 103.5.4.09

白毫寺村 ・八島村 「村誌」による。
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の

そ

れ

ぞ

れ

に

つ
い

て
、

村

内

で

の
等

級

が
決

め

ら

れ

た
。

た
と

え
ば

、

虚

空

蔵

村

で

は
上

の
上

田

(
収
穫
米
、
一
反
に
つ

き
一
石
六
斗
五
合

)

を

一
等

に
、

く

ら
い

 上

の
中
田

(収
穫
米
、
一反
に
つき

一石
五
斗
六
升
八
合

)
を
二
等
と
す
る
方
法
で
、
田
地
を
九
等
級
に
位
づ
け
し
て
い
る
。
平
松
村
の
明
治
九
年
十

一
月
の

「田

等
級
収
穫
明
細
簿
」
に
よ
る
と
、
表
3
の
よ
う
に
田
地
は

一
〇
等
級
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
畑
地
は
ど
こ
と
も
、
お
お
む
ね
三
な
い
し



第一章 明治維新と奈良

五
等
級
に
位
づ
け
し
て
い
る
。

さ
ら
に
村
相
互
間
の
公
平
を
期
し
て
、
村
々
の
間
の
比
較
す
な
わ
ち
村

位
の
等
級
設
定
が
必
要
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
各
大
区

で
階
等
を
公
議
し

た
の
ち
、
大
和
全
域
の
等
級
設
定
が
企
て
ら
れ
た
。
堺
県
に
合
併

(糊
酷
肋

叶
八
)
し
た
ば
か
り
の
大
和
国
で
は
、
明
治
九
年
五
月
か
ら
六
月

に
か
け

て
地
位
等
級
大
会
議
が
奈
良
で
開
か
れ
、
田
畑
宅
地
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、

村
ご
と
に
等
級
を
審
議

の
う
え
、
地
価

の
調
整
が
は
か
ら
れ
た

(大
和
国
の
田
地
等
級
は
六
六
等
九
三
段
階
に
区
分
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
杉
ケ
町
村
-
収
穫
米
目
安
二
石
五
升

1
は
八
等
の
準
等
に
、
三
条
村
は
一〇
等
の
準
等
に
、
木
辻
村
・法
蓮
村
は
=
等
に位
づ
け
さ
れ
て
い
る

)
。

新
地
租
額
を
き
め
る
場
合
、
米

一
石

(約
一八

〇
姆

)
の
代
金
は
、
地
租
改
正
事

務
局

の
承
認
を
得
て
、
大
和
で
は
奈
良

・
郡
山

・
丹
波
市

・
A
ユ
廾
・
土
佐

・

五
條

の
平
均
米
価
か
ら
算
出
し
、
四
円
七

一
銭
と
き
め
ら
れ
た
。

田
畑
宅
地
の
検
査
に
つ
づ
く
も
の
と
し
て
、
同
九
年

に
は
山
林
原
野
の

「改
正
調
査
心
得
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
用
材
山

・
柴
山

・
草
山

・
原
野

・

竹
藪
な
ど
、
収
益
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
土
地
は
す
べ
て
調
査

の
対
象
と

じ

お
し

さ
れ
た
。
地
押
丈
量
が
済
み
、
地
価
と
新
地
租
が
確
定
す
る
と
、
土
地
所

有
者

に
は
旧
式
の
地
券
に
か
え
て
新
地
券

(
一地
攤
)
が
交
付
さ
れ
た
。

と

こ
ろ
で
、
地
子
免
除
に
な

っ
て
い
た
市
街
地
の
地
租
は
ど
う
な

っ
て

い
た

で
あ
ろ
う
か
。
明
治
五
年

(
天
七二)
二
月
に
、
東
京
府
は
大
蔵
省
の

表3明 治9年(1876)平 松村の 田地等級表

等級 反 歩 収 穫 盲同 1反の収穫高 地 価 地 租 金
(地価の3%)

町 ・反 ・畝 ・歩 石 ・斗 ・升 ・合 石 ・斗 ・升 ・合 円 円

1 1.5.6 ・21 34・ 0 .g. 2 2.1 ・7.5 1,364・473 40・934

2 2.2.8 ・25 47 3 ・6・ 8 20 ・7.0 1,896・378 56・891

3 3.5.3 ・05 69 3 .g. 7 19 ・65 2,778.309 83・349

4 4.1.8 ・28 78・ 5 ・5・ 0 18 ・75 3,144・749 94・342

5 3.0.3 ・14 53 7 ・1・ 4 17 ・7.0 2,150・440 64・513

6 4.0.2 ・11 66 9 .g. 4 16 ・6.5 2,682・105 80・463

7 4.0.8 ・29 60 1 ・1・ 8 1.4 ・7.0 2,406・824 72・205

8 5.0.1 ・of 66 i ・3・ 6 13 ・2.0 2,647・755 79・433

9 5.8.7 ・21 66 1 ・1・ 6 11 ・25 2,646・954 79・405

10 2.5.7 ・16 20 2 ・3・ 3 7 ・8.5 810・028 24・301

計 36.1.8 ・21 562 7 ・0・ 8 22,528・015
(675・836)
675・840

明治9年11月 「田等級収穫明細簿」平松町有文書による。
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明治15年 の改正地券(奈 良市史編集室蔵)

達
し
に
基
づ
い
て
、
市
街
地
に
も
課
税
す
る

「
地
券
申
請
地
租
納
方
規
則
」
を
府
内

に
布
達
し
た
。
各
府
県
と
も
こ
れ
に
な
ら
い
、
市
街
地
に
も
地
券
を
発
行
し
、
地
租

を
納
あ
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た

(売
買
地
価
の
一〇
〇
分

の
一と
な
っ
て
い
た

)。
寛
永
十

一
年

(
ニハ三四)
以
来
、

地
子
免
除
の
地
と
さ
れ
て
き
た
奈
良
町
も
ま
た
、
土
地
調
査
を
実
施
し
、
地
券
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
で
に
、
明
治
四
年
三
月
に
福
智
院
町
で
は

「
奈
良

市
中
地
子
御
免
許
惣
坪
数
改
帳
」
(天
理
図

書
館
蔵
)
を
ま
と
め
て
い
て
、

屋
敷
地

の
表
口

・

奥
行
の
間
数
や
坪
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
各
町
と
も
同
様
な
調
べ

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
町
民
各
人
の
所
持
地
に
つ
い
て
、

そ
の
所
有
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
地
券
を
受
け
る
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
土
地

調
査
が
実
施
さ
れ
、
六
尺
五
寸
の
間
竿
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

明
治
九
年

(
天
七六)

一
月
に
、
地
租
改
正
掛
か
ら

「
奈
良
郡
山
市
街
反
別
整
理
標

26

目
」

(藤
田
文
庫
「奈

良
市
街
等
級
」
)
が
示
さ
れ
た
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
「市
街
地
租
改
正
之
御
趣
意
、
先
般
御
布
告

二
基
キ
更

二
六
尺
壱

歩
竿

ヲ
以
、
毎

(帳
)

(分
)

地
丈
量
反
別
牒

ヲ
造
ル
可
シ
」
と
述
べ
て
、
六
尺

一
歩
の
間
竿
使
用
を
指
示
し
て
い
る
が
、
先
に
調
査
し
た
六
尺
五
寸
竿

に
よ
る
丈
量

分
を
も
と
に
、
六
尺

一
歩
竿
に
よ
る
改
正
反
別
に
換
算
し
て
も
よ
い
と
但
し
書
を

つ
け
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、
毎
地

の
絵
図
面
作
成
と

戸
長
役
所

へ
の
備
え

つ
け
、
地
租
改
正
掛
に
よ
る
反
別
帳
検
査
の
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
九
年
九
月
に
は
、
奈
良

・
郡
山

の

「市
街
地
位
等
級
録
」
が
ま
と
あ
ら
れ
た
。
全
体
は
二
五
等

(準
等
を
含
め
三

六
段
階
と
な
る
)
に
区
分
さ
れ
、
樽
井
町

・
橋
本
町

・
餅
飯
殿
町
は
、

一

等
に
位
づ
け
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
調
査
の
の
ち
、
当
初

一
〇
〇
分
の

一
で
あ

っ
た
市
街
地
の
地
租
は
、
郡
村
地
と
同
様

に
地
価
の

一
〇

 〇
分

の
三

Co
o

s
;i
塾

)
に
変
更
さ
れ
た
。



第一章 明治維新と奈良

こ
の
よ
う
な
経
過
で
、
近
代
的
な
租
税
制
度

の
基
礎
が
築
か
れ
た
も
の
の
、
課
税
対
象
の
田

畑
宅
地
な
ど
が
厳
し
く
丈
量
さ
れ
た
こ
と
や
、

政
府

が
国
の
歳
入
を
減
ら
さ
な
い
方
針
で
地
価

を
高

く
見
積

っ
た
の
で
、
地
価
の
わ
ず
か
三
鮃

の
地
租
と
い

っ
て
も
、
農
民
は
江
戸
時
代
と
変

わ
ら
な
い
重
い
負
担
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
政
府
が
示
し
た
基
準
で
は
、
田
地

一

反
歩

(約
一
〇
哲
)

に

一
石
六
斗

の
米
が
と
れ
、

そ

の
収
穫
代
金
を
四
円
八
〇
銭
と
み
な
し
た
時
、

こ
の
田
地
の
地
価
を
四
〇
円
八
〇
銭
と
計
算
す

る
。
地
租
は
そ
の
三
鮃
な
の
で

一
円
二
二
銭
四

厘
と
な
る
が
、
そ
れ
は
収
穫
代
金
の
二
五

・
五

鮃
と
い
う
高
率
と
な

っ
た
。
そ
の
う
え
地
租
金

の
三
分
の

一
以
内
を
村
入
費
と
し
て
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
農
民
の
負
担
は
さ
ら
に

重
く
な

っ
た
。

米
価

の
変
動
や
豊
作
凶
作
に
か
か
わ
り
な
く
、

表4明 治10年 代 の土地状況 地 租 ・地 方税 ・国税額表

謙 田 畑 宅 地 藪 山 地
林 地 計 地 租

■

地方税 国 税

奈良町 反
5158.409

反
786.619

反
2147.6218

反
44.928 8244.618

反
16382.4058

円
13807.4513

円
4859.7041

円
7102.398

奈良阪 650.609 123.923 56.116 33.001 2805.225 3669.014 899.026 135.442 35.500

般若寺 17.427 111.903 33.023 115.826 278.319

■

208.035
■

111.270 30.500

川 上 431.814 39.521 9.527 1175.526 1656.528 660.394
1

76.001 8.750

雑 司 60.317 86.623 50.815 316.202 514.027 215.946 21.200

水 門 9.809 33.327 25.106 68.312 10.1338
1

15.885 3.500

春日野 7.300 36.217 28.401 50.006 121.924 67.037 52.444 111

高 畑 369.928 112.808 260.819 8.119 166.901 918.715 1192.859
1

444.939 1534.642

紀 寺 572.517 24.903 74.413 620.909 1292.812 1197.508 384.357 45.000

肘 塚 122.621 5.813 16.109 341.013 485.626 257.523
1

1.:1

南京終 569.329 19.602 2ユ14 290.519 881.704 1067.243 104.038

西木辻 201.503 .420 46.317 .112 248.422 473.421 104.2315 :11!

城 戸 249.320 .017 10.907 260.314 500.840 51.7968 1.000

杉 ケ 59.807 59.807

1

122.744
■

11.416

三 条 474.327 13.719 39.112 527.228 1019.352
■

157.612 15.250

油 阪 298.704 9.929 .721 1.914 102.314 413.722 594.224 55.196

芝 辻 271.510 40.223 '11111 1211.803

卩

687.210 55.343

半田開 6.907 16.729 1.824 116.804 142.404 20.489
■

1.898

法 蓮 784ユ00 110.312 42.010 1242.911 2179.403 1735.287 224.693 4.750

注 奈良町の土地反別 ・税額は、奈良阪村から法蓮村にいたる各村の土地反別 ・税額を含む。

『大和国町村誌集』による。
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毎
年

一
定
の
地
租
を
現
金
で
納
め
る
こ
と
は
、
相
当
な
苦
労

で
あ

っ
た
に
違
い
な
い

(農
民
の
盛
ん
な
地
租
軽
減
要
求
で
、
明
治
十
年

か
ら
は
地
価
の
二
・五
欝
に
引
き
下
げ
顔
れ
た
)
。

ま
た
、
米

価
が
値
上
が
り
し
て
地
主
や

一
部
の
自
作
農
は
利
益
を
得

て
も
、
多
く
の
農
民
は
農
具
や
肥
料
代
な
ど
の
支
出
に
追
わ
れ
、
生
活
は
楽

に
な
ら
な
か

っ
た
。

さ

て
、
明
治
十
年
代
の
前
半
は
西
南
戦
争
以
来

の
不
換
紙
幣

の
乱
発

に
よ

っ
て
イ
ン
フ
レ
が
す
す
み
、
物
価
が
上
が

っ
た
。
そ
れ
を

抑
え

る
た
め
、
同
十
四
年

(
穴
△
)
か
ら
松
方
正
義
大
蔵
卿

に
よ

っ
て
財
政
整
理
や
歳
出
削
減
な
ど
の
デ
フ
レ
政
策
が
す
す
あ
ら
れ
、

こ
ん
ど
は
逆
に
急
激
に
物
価
が
下
が

っ
た
。
農
産
物
価
格
は
下
落
し
、
そ
の
う
え
大
和

で
は
同
十
六
年
以
後
干
ば

つ
や
風
水
害
が
た
び

た
び
お
こ
り
、
深
刻
な
不
況
に
み
ま
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
地
租
を
は
じ
め
と
し
た
出
費
の
増
加
に
苦
し
み
、
土
地
を
手
放
し
て
小
作

農
に
な
る
も
の
も
多
か

っ
た
。
農
民
の
手
放
し
た
土
地
は
、
余
力

の
あ
る
地
主
や
自
作
農
な
ど
の
も
と
に
集
め
ら
れ

て
い
き
、
寄
生
地

主
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
地
主
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

年
月
が
経
過
し
て
土
地
に
異
動
が
生
じ
て
く
る
と
、
政
府
は
同
十
八
年

(天
八五)
に
、
実
地
に
あ
た

っ
て
帳
簿
を
訂
正
す
る

「地
押

こ

び
ゆ
う

調
査
」
を
指
示
し
、
実
測
に
よ

っ
て
誤

謬
の
訂
正
や
増
反
別
、
あ
る
い
は
地
目
変
換
地
を
た
し
か
め
て
い
る
。
大
和

で
は
同
二
十
年

に
か
け
て
、
こ
の
調
査
が
進
あ
ら
れ
た
。

こ
の
地
押
調
査
は
、
ま
さ
に
地
租
改
正
事
業

の
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
地
券
の
制
度
は
同
二
十

二
年

(
天
八九
)
に

廃
止
と
な
り
、
以
後
は
土
地
台
帳
に
登
録
し
た
地
価
を
も
と
に
地
租
金
を
納
め
た
の
で
あ
る
。
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